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Ⅰ 第３期ふるさと秋田農林水産ビジョンの検証について

◆ 平成29年度に策定した「第３期ふるさと秋田農林水産ビジョン」に基づき、平成30年度

から令和３年度の４年間において、本県農林水産業の成長産業化に向けた各種施策を展開。

◆ これまでの成果や課題を検証するとともに、現場の声も反映させ、令和３年度末を目途

に新たなビジョンを策定。

１．第３期ふるさと秋田農林水産ビジョンの目指す姿
着実に成果が現れてきている「米依存からの脱却」、「複合型生産構造への転換」

に向けたこれまでの取組をもう一段ステップアップし、本県農業の構造改革を確か

なものとする。加えて、国の農政改革等による産地間競争の激化や、人口減少を背

景とした労働力不足など、社会情勢の変化に的確に対応するため、新たな視点を踏

まえながら、農林水産業の成長産業化への取組を加速化する。

林業・木材産業については、木材の新たな市場の開拓等による需要拡大や、川上

から川下まで競争力の高い木材・木製品の安定的な供給体制の整備を促進し、全国

屈指の木材総合加工産地として更なる発展を図る。

水産業については、「全国豊かな海づくり大会」を契機として、本県水産業の魅力

を全国に発信するとともに、リニューアルした水産振興センター栽培漁業施設を活

用したつくり育てる漁業の推進等により、浜の活性化を図る。

２．これまでの主な取組と成果

■各種研修の充実強化による次代を担う人材の確保・育成！
・実践的な研修制度の充実などにより、令和２年度の新規就農者数は252人となり、８年

連続で200人を超え、平成元年度以降では最多。

・秋田林業大学校を核とした人材育成の取組などにより、令和元年度の新規林業就業者

数は146人となり、８年連続で東北最多。

■園芸と畜産の大規模生産拠点の全県展開！
・園芸メガ団地は、H30～R2に26団地が整備されて累計46団地、大規模畜産団地は、H30

～R2に13団地が整備されて累計49団地となり、米以外の農業産出額を押し上げる産地

化拠点が全県に展開し、複合型生産構造への転換を加速化。

■しいたけ販売三冠王とえだまめ出荷量日本一を達成！
・しいたけは、メガ団地の整備などにより生産量が増加し、令和元年度及び２年度に、

京浜中央卸売市場における「出荷量・販売額・販売単価」の三冠王を達成。

・えだまめも、メガ団地の整備などにより生産量が増加し、令和元年度に京浜中央卸売

市場において、出荷量日本一を達成。

・その他、ねぎやダリアにおいても、日本一を目指す産地づくりが進展。
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■秋田米をリードする新品種「サキホコレ」のデビュー対策を推進！
・名称の公募に25万件を超える応募があるなど、高い注目を集めており、令和４年度の

本格デビューに向け、区分集荷体制を構築するとともに、県内外でサンプル米配布等

のキャンペーンを展開し、名称を広く周知。

■産地づくりとスマート農業を支える基盤整備を推進！
・複合型生産構造への転換に向けた収益性の高い園芸産地づくりや、今後のスマート農

業の普及拡大の基盤となるほ場整備を目標を上回るペースで実施。

(ほ場整備面積)H29～R2の４年連続で年800ha超

■ターゲットを明確にした取組により輸出ルートを開拓！
・輸出品目（米、りんご、秋田牛）とターゲット国（香港、シンガポール、台湾、タイ

等）を明確にした販売ルートの開拓により、県産農産物の輸出額が大幅に増加。

(農産物の輸出額)H29：1.3億円 → R2：2.9億円

■路網整備と高性能林業機械の導入により素材生産を促進！
・林道等路網の整備と高性能林業機械の導入支援により、低コストで安定的な素材生産

体制を強化。

(路網整備延長)H30～R2累計：1,637km、(高性能林業機械導入)H30～R2累計：74台

■「全国豊かな海づくり大会」を契機とした水産業の活力向上！
・令和元年度に開催した「全国豊かな海づくり大会」を契機に県民の水産業への理解を

深めるとともに、地魚を始めとする県産水産物の販路拡大により水産業を活性化。

３．農林漁業振興臨時対策基金の投資状況

■積立額と執行状況

■分野別の投資状況

単位：億円

※執行額には、翌年度への繰越額を含む。

年　　度 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
R3

予算
合計

積 立 額 100.0 13.6 50.0 30.0 20.0 20.0 233.6

執 行 額 27.1 26.6 28.9 15.7 20.0 19.8 24.6 18.7 16.7 12.6 13.0 223.7

残　　額 100.0 72.9 46.3 31.0 65.3 45.3 25.5 30.9 32.2 35.5 22.9 9.9

70億円

61億円

６月

補正後

（単位：億円）

区分 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

担い手 1.9 2.7 4.8 1.7 3.9 5.0 4.7 1.4 1.5 1.2 1.3 30.1 13.4%

水田畑地化等 7.0 2.7 0.4 0.9 0.7 0.4 0.8 0.5 0.3 0.0 0.0 13.8 6.2%

園芸 4.6 7.6 5.0 6.4 6.5 4.4 11.0 10.6 9.4 7.0 5.5 78.1 34.9%

畜産 2.1 2.5 4.8 3.2 4.5 5.5 4.0 3.1 2.6 1.9 2.6 36.9 16.5%

水産 0.7 0.5 0.8 0.4 0.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.2 3.3 1.5%

林業 5.5 5.0 5.0 2.2 1.1 0.0 0.0 0.3 0.3 0.2 0.6 20.1 9.0%

その他 5.3 5.5 8.2 1.0 2.8 4.4 4.0 2.8 2.4 2.1 2.9 41.5 18.5%

合計 27.1 26.6 28.9 15.7 20.0 19.8 24.6 18.7 16.7 12.6 13.0 

※ ラウンドの関係で合計が一致しない場合がある。

計

223.7 
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４．主な代表指標の達成状況

■主な代表指標の推移

■本県農業産出額の推移
（単位：億円）

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

  　米 785 1,062 1,204 1,012 773 854 944 1,007 1,036 1,126 

　米以外 709 670 673 704 700 758 801 785 807 805 

　野　菜 249 247 239 241 235 261 287 279 308 281 

　果　実 81 56 62 69 63 64 72 69 72 84 

　花　き 27 25 26 27 27 31 30 30 31 28 

　畜　産 305 296 303 326 332 352 364 366 359 362 

　その他 47 46 43 41 43 50 48 41 37 50 

　計 1,494 1,732 1,877 1,716 1,473 1,612 1,745 1,792 1,843 1,931 

指　　標 H22 H23 H27 H28 H29 H30 R1 R2 伸び率
R2/H22

 認定農業法人数（法人） 330 360 548 576 609 656 705 788 239%

 担い手への農地集積率（％） 64.0 65.6 71.5 73.2 74.1 75.0 75.4 － 118%

 主な園芸品目の系統販売額（億円） 143 122 153 160 145 156 154 167 117%

 畜産産出額（億円） 305 296 352 364 366 359 362 － 119%

 秋田県産米の需要シェア（％） 5.74 5.54 6.14 5.49 5.40 5.95 6.07 － 106%

 ６次産業化事業体販売額（億円） 123 105 143 160 172 174 208 － 169%

㎥ 素材生産量（千 ）　※燃料用含む 940 994 1,320 1,470 1,484 1,519 1,583 1,425 152%

 漁業組合員１人あたり生産額（万円） 288 278 297 288 282 283 280 294 102%

※ R2実績未判明の指標の伸び率は、R1/H22で算出。
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５．主な課題と今後の推進方針

■ 世界的な食料不安の顕在化と労働力不足の深刻化

（課 題）

・農業の担い手の減少や労働力不足が深刻化する中、世界的な食料不安が顕在化してお

り、広大な農地を有する農業県として、農業の生産力・収益力の維持・増大による食

料供給力の強化が求められている。

【今後の推進方針】

・法人化や農地の集約化による担い手の経営基盤強化や、移住就農を含めた多様な新規

就農者・女性農業者の確保・育成を進めるとともに、地域の雇用や農地の受け皿とな

る企業的経営体を育成する。

・効率的な生産体制の確立に向け、水田の大区画化等のほ場整備を推進するとともに、

スマート農業の普及拡大により、生産性の飛躍的な向上を図る。

・大規模生産拠点を核とした園芸・畜産の生産基盤の強化により、全国に名を馳せるト

ップブランド産地の形成を進めるなど、生産構造の複合化を更に進める。

・新品種「サキホコレ」のブランド確立をはじめとした秋田米の戦略的な生産・販売を

推進するとともに、大豆や園芸品目等の戦略作物の生産拡大による水田のフル活用を

進める。

・６次産業化の促進により、県産農林水産物の付加価値の向上を図るとともに、多様化

する国内外のニーズに対応した商品・産地づくりと流通体制の構築を進める。

■ 脱炭素化・環境負荷軽減に向かう世界的な流れ

（課 題）

・地球温暖化対策を重視する世界的な動きが加速する中、国が打ち出した「2050カーボ

ンニュートラル」の実現や「みどりの食料システム戦略」に対応した取組が求められ

ている。

【今後の推進方針】

・カーボンニュートラルの実現に向け、再造林の拡大による森林の若返りの促進や、市

町村やボランティアなどの多様な主体による森林整備を進め、森林の有する多面的機

能の発揮を促進する。

・有機農業や減農薬・減化学肥料栽培などの環境保全型農業の普及拡大や、「みどりの

食料システム戦略」に対応した新たな環境負荷軽減技術の開発・普及に取り組む。

■ カーボンニュートラルの実現に向けた森林の役割の増大

（課 題）

・カーボンニュートラルの実現に向け、森林の多面的機能の持続的な発揮と、「伐って
き

・使って・植える」という資源の循環利用の両立を図ることが求められている。

・スギ人工林が伐期を迎える中にあって、人口減少等により県産材の主要な販路である

国内の住宅需要の減少が見込まれることから、新たな用途開拓や販路拡大が必要とな

っている。

【今後の推進方針】

・畜舎等の非住宅分野での県産材の利用拡大を進めるとともに、県内外における新たな

住宅分野の販路開拓や米国等をターゲットとした輸出の拡大により、県産材の販路を

確保する。

・林業経営体への森林経営管理の集約化、造林の更なる低コスト化やスマート技術の導

入等による省力化、苗木の安定供給体制の確立などにより、再造林の拡大を促進する。
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■ 海洋環境の変化に伴う魚種・漁獲量の変動

（課 題）

・海洋環境の変化に伴い、水揚げされる魚種や漁獲量の年変動が大きくなっており、漁

業者が安定した所得を確保することが難しくなっている。

・また、こうした状況は、新規就業者の安定確保においてもハードルとなっている。

【今後の推進方針】

・環境の変化を見据えたキジハタなど収益性の高い魚種の種苗生産技術の開発と、新技

術を活用したトラフグの種苗生産から中間育成までの技術研究を進める。

・スマート技術や蓄養殖技術の活用により、漁業生産の効率化・安定化を進めるととも

に、漁師直売による販売力の強化や水産物の高付加価値化に向けた産地加工の促進に

より、水産物のブランド化を進める。

■ 農山漁村の活力低下

（課 題）

・中山間地域の農山漁村では、条件不利を背景に、平場以上に担い手不足が深刻化して

おり、農地や森林の荒廃などにより、多面的機能の維持が困難になるなど、地域の活

力低下が懸念されている。

【今後の推進方針】

・条件が不利な中山間地域において、一定の所得が確保できるよう、産地間連携による

地域特産物の広域産地化などにより、特色ある農業の振興を図る。

・地域資源と観光や教育等を組み合わせた新ビジネスなど、多様な農村ビジネスの創出

を促進する。

・半農半Ｘなど新たな兼業スタイルによる定住を促進し、中山間地域を支える人材の確

保・育成を図る。
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６．次期農林水産ビジョンの目指す姿と施策の方向性

目指す姿１「農業の食料供給力の強化」

① 経営力の高い担い手と新規就農者の確保・育成
・法人化や農地の集約化などによる担い手の経営基盤の強化

・地域の雇用と活力を創出する企業的経営体の育成

・多様なルートからの新規就農者の確保・育成

・多様なニーズに応える移住就農の支援

・女性起業活動のトップランナーの育成

・地域農業を支える農業団体の経営基盤強化

② 持続可能で効率的な生産体制づくり
・スマート農業の普及による生産性の向上

・農業労働力の安定確保と労務管理の効率化

・持続性が高い環境保全型農業等の普及拡大

・次世代農業技術等の研究・開発の推進

・産地づくりやスマート農業を支える基盤整備の推進

・農業水利施設の効率的な保全管理の推進

③ マーケットに対応した複合型生産構造への転換
・ほ場整備の進展と合わせた大規模園芸拠点を核とする更なる生産拡大

・全国に名を馳せる園芸産地づくり

・災害に強く生産性の高い果樹産地づくり

・大規模畜産団地等による生産基盤の強化

・秋田牛や比内地鶏などのブランド力の強化

・安全・安心な畜産物の生産に向けた防疫体制の強化

④ 水田のフル活用と需要に応じた米生産の促進
・多様なニーズに対応した戦略的な米生産の推進

・「サキホコレ」のブランド化に向けた生産・販売対策の推進

・水田フル活用による収益性の高い水田農業の展開

⑤ 農産物のブランド化と流通・販売体制の整備
・国内外へ通用する６次化商品の開発

・多様化するニーズの獲得に向けた県産農産物のブランド化の推進

・海外需要に対応した輸出産地づくりと流通体制の構築

⑥ 秋田の「食」のブランド化と県産食品の売込み
・県産未利用素材等の有する機能性成分を活用した新商品の開発

・県内企業が連携した販路拡大に向けた取組等への支援
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目指す姿２「林業・木材産業の成長産業化」

① 次代を担う人材の確保・育成
・秋田林業大学校を核とした即戦力となる人材の育成

・移住を含めた多様な新規就業者の確保・育成

② 再造林の促進
・林業経営体への森林経営管理の集約化の促進

・低コスト・省力造林技術の開発・普及

③ 木材の利用の促進と生産・流通体制の整備
・原木供給力の強化

・未利用資源の活用促進

・県産材の国内外への販路拡大の推進

・木材加工企業の生産性の向上

・非住宅分野など県産材の新たな用途の拡大

④ 森林の有する多面的機能の発揮の促進
・多様な主体による健全な森林づくりの推進

・森林の病害虫や獣害対策の推進

・保安林等の整備の推進

目指す姿３「水産業の持続的な発展」

① 次代を担う人材の確保・育成
・研修制度の充実・強化による新規就業者の確保・育成

・漁業者の経営力の強化に向けた研修の充実

② つくり育てる漁業の推進
・環境の変化を見据えた収益性の高い魚種の種苗生産技術の開発

・新技術を活用した長期育成試験の実施

・漁業者が行う自主的な資源管理の促進

・地域の特色ある内水面漁業の振興

③ 漁業生産の安定化と水産物のブランド化
・スマート漁業の普及拡大

・蓄養殖の実用化に向けた研究

・漁師直売や水産物の高付加価値化に向けた産地加工への支援

④ 漁港・漁場の整備
・漁港施設の機能強化と長寿命化の推進

・海域の生産力向上に向けた漁場整備
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目指す姿４「農山漁村の活性化」

① 中山間地域における特色ある農業の振興
・キラリと光る産地づくりの推進

・中山間地域における産地間連携の促進

② 地域資源を生かした多様な農村ビジネスの促進
・様々な地域資源を活用した「農山漁村発イノベーション」の推進

・農泊等の推進による農村交流人口の拡大

③ 新たな兼業スタイルによる定住の促進
・半農半Ｘの推進などによる地域を支える人材の確保・育成

・多様なニーズに応える移住就農の支援（再掲）

④ 里地里山の保全管理と鳥獣被害対策の推進
・里地里山や里海の保全と活用

・共同活動による多面的機能の発揮

・多様な主体による健全な森林づくりの推進（再掲）

・農作物の鳥獣被害対策の推進

⑤ 安全・安心な地域づくりと施設の長寿命化の推進
・頻発化・激甚化する水災害に備えた流域治水対策の推進

・県民の生命と財産を守る安全な地域づくり

・インフラ施設の長寿命化の推進
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Ⅱ 第３期ふるさと秋田農林水産ビジョンの

各施策の取組に関する検証
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Ⅱ
第
３
期
ふ
る
さ
と
秋
田
農
林
水
産
ビ
ジ
ョ
ン
の
各
施
策
の
取
組
に
関
す
る
検
証

「
施
策
１

秋
田
の
農
林
水
産
業
を
牽
引
す
る
多
様
な
人
材
の
育
成
」

施
策

の
方
向
性

主
な

取
組
の
成
果

（
Ｈ
3
0
～

Ｒ
２
）

残
さ

れ
た
課
題

今
後
の
推
進

方
向

方
向

性
１

あ
き

た
型

ほ
場
整

備
等

に
よ

り
担

い
手
に

農
地

を
集

積

秋
田

の
農

業
を

リ
ー

ド
○

秋
田

県
農

業
公
社

に
農

業
経

営
相

談
所
を

設
置

し
、

専
門

家
派
遣

等
に

よ
る

経
営

改
〇

規
模

拡
大
や

複
合

化
、

低
コ

ス
ト

化
を
進

め
て

持
続

的
な
経

営
○
関
係

機
関

と
連

携
し

、
集

落
営
農

の
構

造
再

編
に

向
け
た

総
合

的

す
る

競
争

力
の

高
い

経
善
支
援

を
実

施
し

た
結

果
、

7
5
法
人

が
新

た
に

設
立
。

発
展
を

可
能

と
す

る
経

営
体
を

更
に

育
成

す
る
必

要
が

あ
る

。
な
サ

ポ
ー

ト
活

動
を

展
開

す
る
。

営
体

づ
く

り
○

農
地

中
間

管
理
機

構
を

活
用

し
た

農
地
の

集
積

・
集

約
化

を
推
進

す
る

た
め

の
モ

デ
○

組
織

内
の
円

滑
な

経
営

継
承

や
、

組
織
連

携
、

統
合

再
編
が

進
○
安
定

雇
用

の
場

と
な

る
企

業
的
経

営
体

を
育

成
す

る
。

ル
地

区
の

設
置

や
、

現
地

相
談

員
の

配
置

に
よ

り
、

機
構

か
ら

7
,
9
7
0
h
a
が

貸
し

付
ん
で
い

な
い

。
○
機
構

を
活

用
し

た
農

地
の

集
積
・

集
約

化
、

園
芸

メ
ガ
団

地
、

基

け
。

盤
整

備
に

三
位

一
体

で
取

り
組
む

「
あ

き
た

型
ほ

場
整
備

」
を

推

進
し

、
競

争
力

の
高

い
経

営
体
を

育
成

す
る

。

方
向

性
２

各
種

研
修

の
充
実

・
強

化
に

よ
り

次
世
代

人
材

を
確

保
･
育

成

幅
広

い
年

齢
層

か
ら

の
○

新
規

就
農

に
向
け

た
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
育
成

研
修

等
を

実
施

し
、
1
1
6
名

が
就
農

。
○

地
域

農
業
を

担
う

経
営

体
数

を
維

持
し
て

い
く

た
め

に
は
、

年
○
実
践

的
な

技
術

習
得

支
援

や
、
高

校
生

へ
の

出
前

授
業
・

現
地

研

新
規

就
業

者
の

確
保

・
○

秋
田

林
業

大
学
校

に
お

い
て

、
専

門
知
識

や
技

術
等

の
研

修
を
実

施
し

、
研

修
修

了
間
2
7
0
人
程

度
の
新

規
就

農
者

を
確
保

す
る

必
要

が
あ

る
。

修
を

実
施

す
る

。

育
成

生
4
5
名

が
県

内
の

林
業

・
木

材
産
業

企
業

に
就

業
。

○
丸
太

需
要
の

増
加

が
見

込
ま

れ
る

中
で
、

新
規

就
業

者
や
高

い
○
林
業

大
学

校
の

研
修

内
容

の
拡
充

を
図

り
、

即
戦

力
と
な

る
林

業

○
県
漁

協
に

「
あ
き

た
漁

業
ス

ク
ー

ル
」
を

設
置

し
、

漁
業

に
関
心

を
持

つ
者

延
べ

８
技
術
力

を
持

っ
た

人
材

が
不
足

し
て

い
る

。
の
担

い
手

を
育

成
す

る
。

名
に
基

礎
的

な
研

修
を

実
施

し
た
ほ

か
、

就
業

希
望
者

2
8
名

へ
の

実
践

的
研
修

、
独

○
漁

業
就
業
を

希
望

す
る

高
校

生
が

、
県
内

で
就

職
先

を
見
つ

け
○
「
あ

き
た

漁
業

ス
ク

ー
ル

」
に
お

い
て

、
県

内
高

校
に
漁

業
情

報

立
自
営

を
目

指
す

者
２

名
へ

の
漁
船

リ
ー

ス
支

援
を
実

施
。

ら
れ
ず

県
外

に
流

出
し

て
い
る

ほ
か

、
内

陸
部
の

高
校

で
は

、
を
発

信
し

て
い

く
ほ

か
、

基
礎
的

・
実

践
的

な
研

修
を
き

め
細

か

漁
業
に

関
す

る
情

報
が

乏
し
い

。
に
実

施
す

る
。

方
向

性
３

移
住

就
業

希
望
者

に
対

し
、

研
修

か
ら
就

業
定

着
ま

で
ト

ー
タ
ル

サ
ポ

ー
ト

多
様

な
ル

ー
ト

か
ら

秋
○

移
住

就
農

希
望
者

等
に

対
し

、
オ

ン
ラ
イ

ン
等

に
よ

る
就

農
相
談

や
、

農
業

法
人

等
〇

移
住

就
農
者

を
確

保
す

る
た

め
、

情
報
発

信
を

強
化

し
、
イ

ン
〇
移
住

就
農

者
を

増
や

す
た

め
、
よ

り
参

加
し

や
す

く
魅
力

あ
る

体

田
に

呼
び

込
む

移
住

就
で
の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

実
施
し

、
1
8
名
が

移
住
就

農
。

タ
ー
ン

シ
ッ

プ
へ

の
参

加
の
拡

大
に

繋
げ

る
必
要

が
あ

る
。

験
研

修
を

実
施

す
る

。

業
の

促
進

○
新
規

就
業

希
望
者

向
け

の
林

業
体

験
研
修

会
の

参
加

者
３

名
が
、

県
内

の
林

業
事

業
○

丸
太

需
要
の

増
加

が
見

込
ま

れ
る

中
で
、

新
規

就
業

者
や
高

い
○
短
期

・
中

期
の

林
業

体
験

研
修
を

行
い

、
移

住
を

含
め
た

多
様

な

体
や
木

材
産

業
企

業
に

就
業

。
技
術
力

を
持

っ
た

人
材

が
不
足

し
て

い
る

。
ル
ー

ト
か

ら
の

新
規

就
業

者
の
確

保
に

取
り

組
む

。

方
向

性
４

労
働

力
確

保
に
向

け
た

体
制

づ
く

り
と
省

力
化

技
術

の
普

及

農
業

労
働

力
の

安
定

確
○

秋
田

県
農

業
労
働

力
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ
ー

の
活

動
を

支
援

し
、
Ｊ

Ａ
無

料
職

業
紹

介
○

Ｊ
Ａ

無
料
職

業
紹

介
所

の
開

設
が

進
ん
で

い
な

い
ほ

か
、
求

人
○
サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

の
活

動
支
援

に
よ

り
、

全
Ｊ

Ａ
で
の

無
料

職

保
と

農
作

業
の

軽
労

化
所

の
開

設
・

運
営

支
援

や
、

農
業

法
人

等
の

雇
用

環
境

の
整

備
等

を
推

進
。
（

無
料

者
・
求

職
者

間
の

ミ
ス

マ
ッ
チ

等
に

よ
り

、
マ
ッ

チ
ン

グ
件

数
業
紹

介
所

の
開

設
や

、
ミ

ス
マ
ッ

チ
解

消
に

向
け

た
取
組

を
強

化

の
促

進
職
業
紹

介
所

設
置

：
3
J
A
、
農

業
法

人
等
に

お
け

る
雇

用
の

マ
ッ
チ

ン
グ

数
：

5
6
4
件

）
が
減
少

傾
向

に
あ

る
。

す
る

。

○
大
規

模
経

営
体
等

に
対

し
、

生
産

・
労
務

管
理

手
法

の
改

善
を
指

導
。

○
雇
用

環
境
が

未
成

熟
な

経
営

体
が

多
く
、

人
材

の
確

保
や
定

着
○
働
き

や
す

い
環

境
の

整
備

を
支
援

す
る

。

○
農
業

法
人

等
へ
の

パ
ワ

ー
ア

シ
ス

ト
ス
ー

ツ
の

導
入

を
支

援
（
5
5
台
）
。

の
課
題

と
な

っ
て

い
る

。
○
新
た

な
省

力
化

技
術

等
の

導
入
を

推
進

す
る

。

方
向

性
５

女
性

起
業

活
動
の

促
進

と
直

売
所

の
活
性

化

秋
田

で
活

躍
す

る
女

性
○

女
性

農
業

者
組
織

「
あ

き
た

ア
グ

リ
ヴ
ィ

ー
ナ

ス
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

」
を

令
和

元
年

７
○

会
員

そ
れ
ぞ

れ
の

事
業

規
模

が
小

さ
く
、

継
続

性
や

収
益
性

に
○
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
員

と
企

業
等
が

連
携

し
た

ビ
ジ

ネ
ス
モ

デ
ル

を

の
活

動
支

援
月
に
設

立
し

、
情

報
交

換
や

イ
ベ
ン

ト
出

展
に

よ
る
共

同
で

の
販

売
活

動
を
実

施
課
題
が

あ
る

。
創
出

す
る

。

（
会

員
数

3
1
名

）
。

○
大
型

の
直
売

所
は

販
売

額
を

伸
ば

す
一
方

で
、

中
小

規
模
の

直
○
地
域

特
性

を
生

か
し

、
直

売
所
へ

の
来

店
自

体
を

目
的
化

さ
せ

、

○
専
門

家
派

遣
に
よ

り
直

売
所

の
経

営
改
善

を
支

援
し

、
品

揃
え
の

強
化

等
に

よ
り

販
売
所
で

は
誘

客
に

つ
な

が
る
工

夫
が

少
な

く
、
販

売
額

が
減

少
積
極

的
に

誘
客

す
る

運
営

ス
タ
イ

ル
を

構
築

す
る

な
ど
、

新
た

な

売
を
促

進
。

傾
向
に

あ
る

。
直
売

所
の

取
組

を
支

援
す

る
。
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「
施
策
２

複
合
型
生
産
構
造
へ
の
転
換
の
加
速
化
」

施
策

の
方
向
性

主
な

取
組
の
成
果

（
Ｈ
3
0
～

Ｒ
２
）

残
さ

れ
た
課
題

今
後
の
推
進

方
向

方
向

性
１

園
芸

メ
ガ

団
地
の

全
県

展
開

や
加

工
・
業

務
用

産
地

に
よ

り
生
産

が
拡

大

大
規
模
園
芸
拠
点
を
核
○
令
和
２
年
度
ま
で
4
6
団
地
を
整
備
（
し
い
た
け
含
む
）
し
て
お
り
、
メ
ガ
団
地
の
展
○
土
壌
条
件
や
栽
培
技
術
等
の
課
題
に
よ
り
、
目
標
販
売
額
未
達
○
目
標
未
達
団
地
の
底
上
げ
や
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
栽
培
拠
点

と
し
た
戦
略
作
物
の
更

開
に
合
わ
せ
、
え
だ
ま
め
、
ね
ぎ
、
花
き
等
の
販
売
額
は
年
々
増
加
。

成
団
地
が
一
定
数
存
在
し
て
い
る
。

の
整
備
を
推
進
し
、
横
展
開
を
図
る
。

な
る
生
産
拡
大

○
馬
鈴
薯
、
に
ん
に
く
、
た
ま
ね
ぎ
等
の
加
工
・
業
務
用
野
菜
は
産
地
の
生
産
体
制
が
○
加
工
・
業
務
用
ニ
ー
ズ
に
則
し
た
対
応
や
単
収
向
上
に
向
け
た
○
機
械
化
一
貫
体
系
や
輪
作
体
系
の
確
立
と
併
せ
て
、
排
水
対
策
等

整
備
さ
れ
、
生
産
量
、
販
売
額
が
年
々
増
加
。

排
水
対
策
の
強
化
等
が
必
要
で
あ
る
。

の
生
産
性
向
上
対
策
を
強
化
す
る
。

方
向

性
２

京
浜

地
区

に
お
け

る
日

本
一

獲
得

に
向
け

た
取

組

「
し
い
た
け
」
や
「
え
○
日
本
一
に
向
け
て
生
産
・
販
売
対
策
を
集
中
的
に
実
施
し
た
結
果
、
し
い
た
け
は
、
○
し
い
た
け
は
、
他
県
で
輸
入
菌
床
を
活
用
し
た
低
価
格
品
が
急
○
し
い
た
け
は
、
他
産
地
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
、
更
な
る
品
質

だ
ま
め
」
な
ど
日
本
一

京
浜
中
央
卸
売
市
場
で
出
荷
量
・
販
売
額
・
販
売
単
価
が
日
本
一
と
な
る
三
冠
王
を

増
し
て
い
る
。

向
上
と
販
売
促
進
対
策
を
強
化
す
る
。

を
目
指
す
園
芸
産
地
づ

令
和
元
年
度
か
ら
２
年
連
続
で
獲
得
し
た
ほ
か
、
ね
ぎ
の
系
統
販
売
額
が
過
去
最
高
○
え
だ
ま
め
や
ね
ぎ
は
、
湿
害
対
策
等
基
本
技
術
の
励
行
に
よ
る
○
え
だ
ま
め
や
ね
ぎ
は
、
湿
害
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
基
本
技
術
の

く
り

を
更
新
。
え
だ
ま
め
は
、
令
和
元
年
度
に
日
本
一
、
令
和
２
年
度
は
第
２
位
。

単
収
向
上
が
必
要
で
あ
る
。

励
行
等
に
よ
り
単
収
向
上
を
図
り
、
出
荷
量
を
拡
大
す
る
。

方
向

性
３

県
オ

リ
ジ

ナ
ル
品

種
に

よ
る

果
樹

・
花
き

の
生

産
拡

大

秋
田
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
○
り
ん
ご
や
日
本
な
し
、
り
ん
ど
う
、
ダ
リ
ア
は
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
を
中
心
に
Ｐ
Ｒ
○
り
ん
ご
「
秋
田
紅
あ
か
り
」
や
日
本
な
し
「
秋
泉
」
は
、
気
象
○
り
ん
ご
や
日
本
な
し
等
の
果
樹
は
、
気
象
災
害
に
強
く
生
産
性
の

種
に
よ
る
果
樹
・
花
き

活
動
や
研
修
会
等
に
取
り
組
み
、
生
産
面
積
が
拡
大
。

災
害
に
よ
り
収
量
の
年
次
格
差
が
大
き
い
。
ま
た
、
昨
冬
の
大

高
い
園
地
づ
く
り
を
進
め
る
。

の
生
産
振
興

○
ダ
リ
ア
は
、
栽
培
面
積
日
本
一
を
達
成
。

雪
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
県
南
部
で
は
、
生
産
量
の
早
○
ダ
リ
ア
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
核
と
し
た
現
地
指
導
体
制
の
強
化
に

○
花
粉
の
出
な
い
シ
ン
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
「
あ
き
た
清
ひ
め
」
が
市
場
デ
ビ
ュ
ー
。

期
回
復
が
必
要
で
あ
る
。

取
り
組
む
ほ
か
、
シ
ン
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
は
「
あ
き
た
清
ひ
め
」
を

○
ダ
リ
ア
は
単
位
面
積
当
た
り
の
生
産
量
が
低
い
ほ
か
、
シ
ン
テ

起
爆
剤
に
生
産
拡
大
を
図
る
。

ッ
ポ
ウ
ユ
リ
は
生
産
量
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。

方
向

性
４

大
規

模
畜

産
団
地

の
全

県
展

開
に

よ
る
生

産
基

盤
の

強
化

大
規
模
畜
産
団
地
の
全
○
大
規
模
畜
産
団
地
は
肉
用
牛
1
0
団
地
、
酪
農
２
団
地
、
養
豚
１
団
地
が
整
備
さ
れ
、
○
大
規
模
畜
産
団
地
の
整
備
に
お
い
て
は
、
計
画
策
定
段
階
で
の
○
計
画
策
定
に
お
け
る
畜
産
経
営
体
へ
の
サ
ポ
ー
ト
と
新
規
地
区
の

県
展
開

合
計
で
4
9
団
地
が
整
備
済
み
。

用
地
確
保
や
地
域
住
民
と
の
調
整
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

掘
り
起
こ
し
等
に
よ
り
、
大
規
模
畜
産
団
地
の
横
展
開
を
図
る
。

方
向

性
５

秋
田

牛
や

比
内
地

鶏
な

ど
特

色
あ

る
畜
産

物
の

生
産

拡
大

秋
田
牛
や
比
内
地
鶏
な
○
秋
田
牛
の
取
扱
店
と
し
て
3
2
3
店
舗
が
登
録
。
比
内
地
鶏
は
大
規
模
生
産
施
設
を
２
○
県
産
牛
の
８
割
が
流
通
す
る
首
都
圏
に
お
い
て
、
秋
田
牛
は
消
○
秋
田
牛
に
つ
い
て
、
首
都
圏
や
県
内
に
お
け
る
需
要
の
掘
り
起
こ

ど
秋
田
ブ
ラ
ン
ド
に
よ

地
区
整
備
し
た
ほ
か
、
ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
と
連
携
し
た
Ｐ
Ｒ
を
実
施
。

費
者
に
十
分
浸
透
し
て
な
い
。

し
と
、
輸
出
を
含
め
た
取
引
拡
大
を
支
援
す
る
。

る
畜
産
振
興

○
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
牛
肉
価
格
が
急
落
、
比
内
地
鶏
の
在
庫
が
急
増
し
た
た
め
、
社
食
○
比
内
地
鶏
生
産
者
の
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
ほ
か
、
品
質
の
○
比
内
地
鶏
生
産
の
規
模
拡
大
と
、
家
庭
内
消
費
拡
大
に
向
け
た
販

・
中
食
や
学
校
給
食
等
へ
の
提
供
、
家
庭
内
で
の
消
費
拡
大
対
策
等
を
実
施
。

高
位
平
準
化
や
販
路
の
多
角
化
が
必
要
で
あ
る
。

路
の
多
角
化
や
夏
季
需
要
の
拡
大
を
進
め
る
。

方
向

性
６

ス
マ

ー
ト

農
業
技

術
の

実
証

・
普

及

先
端
技
術
と
融
合
し
た
○
Ａ
Ｉ
自
動
潅
水
施
肥
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
大
幅
な
省
力
化
と
収
量
の
向
上
や
、
「
統
合
○
導
入
経
費
が
高
い
た
め
、
費
用
対
効
果
分
析
に
よ
る
導
入
メ
リ
○
ス
マ
ー
ト
農
業
に
関
す
る
モ
デ
ル
展
示
ほ
の
設
置
や
、
セ
ン
シ
ン

ア
グ
リ
テ
ッ
ク
に
よ
る

型
」
制
御
盤
と
炭
酸
ガ
ス
局
所
施
用
設
備
に
よ
る
効
率
的
な
環
境
制
御
を
実
証
。

ッ
ト
の
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

グ
デ
ー
タ
の
活
用
促
進
な
ど
に
よ
り
、
取
組
成
果
の
横
展
開
を
目

生
産
効
率
の
向
上

○
セ
ン
シ
ン
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
栽
培
指
導
を
実
践
。

○
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
促
進
に
向
け
、
専
門
的
な
指
導
・
助
言

指
す
。

が
で
き
る
人
材
が
不
足
し
て
い
る
な
ど
、
指
導
体
制
の
強
化
が
○
ス
マ
ー
ト
農
業
に
関
す
る
専
門
知
識
を
有
す
る
普
及
員
の
育
成
や

求
め
ら
れ
て
い
る
。

相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
、
普
及
・
指
導
体
制
の
強
化
を
図
る
。

方
向

性
７

新
技

術
の

普
及
に

よ
る

生
産

性
向

上
や
新

品
種

の
開

発

秋
田
の
農
林
水
産
業
の
○
黒
毛
和
種
の
出
荷
月
齢
を
４
ヵ
月
早
め
る
技
術
や
、
雪
害
に
よ
る
樹
体
被
害
を
省
力
○
え
だ
ま
め
で
は
収
穫
機
械
の
高
精
度
化
に
よ
る
収
穫
ロ
ス
の
低
○
産
学
官
の
連
携
に
よ
る
技
術
開
発
及
び
改
良
を
行
い
、
ニ
ー
ズ
に

発
展
を
支
え
る
研
究
開

的
に
回
避
で
き
る
「
沈
降
力
破
断
器
」
な
ど
を
開
発
し
、
生
産
性
の
向
上
を
支
援
。

減
が
望
ま
れ
て
い
る
。

対
応
し
た
技
術
開
発
を
加
速
化
す
る
。

発
の
推
進

○
酒
造
好
適
米
「
百
田
」
や
加
工
用
大
根
「
秋
田
い
ぶ
り
お
ば
こ
」
、
花
粉
が
形
成
さ
○
労
働
力
の
減
少
を
想
定
し
、
米
も
含
め
た
経
営
全
体
を
想
定
し
○
え
だ
ま
め
、
た
ま
ね
ぎ
な
ど
機
械
化
体
系
に
対
応
し
た
土
地
利
用

れ
な
い
シ
ン
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
「
あ
き
た
清
ひ
め
」
等
を
育
成
。

た
ス
マ
ー
ト
技
術
の
導
入
が
必
要
で
あ
る
。

型
品
目
の
品
種
開
発
等
を
進
め
る
。

○
水
稲
・
大
豆
の
規
模
拡
大
の
限
界
突
破
に
向
け
、
ス
マ
ー
ト
技
術

に
よ
る
機
械
化
一
貫
体
系
を
確
立
す
る
。
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「
施
策
３

秋
田
米
の
戦
略
的
な
生
産
・
販
売
と
水
田
フ
ル
活
用
」

施
策

の
方
向
性

主
な

取
組
の
成
果

（
Ｈ
3
0
～

Ｒ
２
）

残
さ

れ
た
課
題

今
後
の
推
進

方
向

方
向

性
１

県
産

米
は

全
国
３

位
の

シ
ェ

ア
を

維
持

業
務

用
や

特
定

需
要

な
○

主
食

用
米

の
需
要

量
は

減
少

傾
向

で
あ
る

が
、

事
前

契
約

の
締
結

促
進

や
県

産
米

の
○

本
県

の
事
前

契
約

数
量

は
、

全
国

ト
ッ
プ

ク
ラ

ス
と

な
っ
て

い
○

集
荷

業
者

に
対

し
、

播
種

前
契

約
や

書
面

で
数

量
や

価
格

を
取

ど
需

要
と

結
び

つ
い

た
堅
調
な

需
要

を
背

景
に

、
年

々
シ
ェ

ア
が

拡
大

し
て
お

り
、

全
国

第
３

位
を
維

持
。

る
が
、

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
が
長

期
化

し
た

こ
と
等

に
よ

り
、

需
り
決

め
る

契
約

を
指

導
し

て
い
く

。

米
づ

く
り

の
推

進
給
環
境

が
悪

化
し

、
契

約
締
結

が
厳

し
い

状
況
と

な
っ

て
い

る
。

○
多

彩
な

品
種

ラ
イ

ン
ナ

ッ
プ

を
生

か
し

、
実

需
者

へ
的

確
に

商

○
中
食

・
外
食

等
の

業
務

用
需

要
が

堅
調
だ

が
、

県
産

米
の
業

務
品
提

案
が

で
き

る
体

制
を

構
築
す

る
。

用
割

合
(
1
7
％
)
は

全
国

平
均

(
3
7
％

)
を

大
き
く

下
回

る
。

方
向

性
２

新
品

種
の

名
称
を

決
定

し
令

和
４

年
産
の

生
産

団
体

を
登

録

次
代

を
担

う
秋

田
米

新
○

新
品

種
の

名
称

を
募

集
し

、
「

サ
キ

ホ
コ

レ
」

に
決

定
す

る
と

と
も

に
、

イ
ベ

ン
ト

○
知
名

度
や
関

心
を

高
め

る
た

め
、

ブ
ラ
ン

ド
イ

メ
ー

ジ
の
構

築
○

ロ
ゴ

マ
ー

ク
等

の
統

一
展

開
と

メ
デ

ィ
ア

等
の

ツ
ー

ル
を

活
用

品
種

デ
ビ

ュ
ー

と
販

売
や
キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

の
開

催
を

通
じ
て

認
知

度
を

向
上
。

と
切
れ

目
の

な
い

話
題

創
出
が

必
要

で
あ

る
。

し
た

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
を

展
開
す

る
。

対
策

の
強

化
○

作
付

推
奨

地
域
や

品
質

・
出

荷
基

準
、
生

産
者

要
件

等
を

設
定
し

、
令

和
４

年
の

生
○

高
品

質
な
米

を
安

定
供

給
す

る
た

め
、
生

産
者

の
栽

培
技
術

習
○

栽
培

の
手

引
き

に
基

づ
く

技
術

の
普

及
と

生
産

者
が

互
い

に
技

産
団
体

を
登

録
（

1
4
団

体
、

7
1
9
h
a
）
。

得
が
急

務
で

あ
る

。
術
を

高
め

合
う

仕
組

み
づ

く
り
を

進
め

る
。

方
向

性
３

生
産

基
盤

の
強
化

に
よ

り
米

生
産

の
低

コ
ス

ト
化
が

進
展

省
力

化
技

術
や

Ｉ
Ｃ

Ｔ
○

農
地

集
積

等
に

よ
る

経
営

規
模

の
拡

大
、

低
コ

ス
ト

技
術

の
普

及
が

図
ら

れ
た

こ
○

低
コ

ス
ト

化
が

一
定

程
度

進
ん

で
い

る
も

の
の

、
低

価
格

の
○
省

力
化
技

術
や

Ｉ
Ｃ

Ｔ
等

ス
マ

ー
ト
農

業
技

術
の

導
入
に

よ
る

導
入

に
よ

る
超

低
コ

ス
と
に

よ
り
、

秋
田

米
生

産
の

低
コ

ス
ト
化

が
進

展
。

業
務

用
米

生
産

で
十

分
な

所
得

を
確

保
す

る
た

め
に

は
、

更
低

コ
ス
ト

省
力

稲
作

経
営
を

確
立

し
、
技
術
を

普
及

し
て

い
く

。

ト
稲

作
経

営
の

確
立

な
る

低
コ

ス
ト
化

が
必

要
で

あ
る

。

方
向

性
４

年
間

8
0
0
h
a
超
の

ほ
場
整

備
実

施
に

よ
り

生
産

基
盤

を
強
化

複
合

型
生

産
構

造
へ

の
○

県
営

ほ
場

整
備
事

業
等

の
実

施
に

よ
り
、

令
和

２
年

度
ま

で
に
9
0
,
9
8
1
h
a
が

整
備

済
○

整
備

済
み
面

積
は

目
標

を
上

回
っ

て
い
る

も
の

の
、

農
業
者

の
○

引
き

続
き

、
ほ

場
整

備
と

農
地

中
間

管
理

事
業

に
よ

る
農

地
集

転
換

を
支

え
る

基
盤

整
み
で
あ

り
、

大
区

画
化

や
排

水
条
件

の
整

備
が

進
み
、

生
産

基
盤

が
強

化
。

減
少
や

高
齢

化
等

に
よ

り
新
規

要
望

は
多

く
、
特

に
中

山
間

地
積
、

園
芸

振
興

施
策

を
三

位
一
体

で
進

め
る

｢
あ
き

た
型

ほ
場
整

備
の

促
進

○
地
下

か
ん

が
い
シ

ス
テ

ム
や

モ
ミ

ガ
ラ
補

助
暗

渠
の

施
工

に
よ
り

、
え

だ
ま

め
等

の
域
で
増

加
し

て
い

る
。

備
｣
等
の

取
組

を
計
画

的
に

推
進

す
る

。

戦
略
作

物
の

品
質

や
収

量
の

向
上
に

効
果

を
発

揮
。

○
農
業

従
事
者

の
減

少
な

ど
労

働
力

不
足
が

見
込

ま
れ

る
中
、

ス
○

基
地

局
の

設
置

や
農

業
用

機
械

の
自

動
操

舵
シ

ス
テ

ム
等

の
整

マ
ー
ト

農
業

な
ど

の
省

力
化
技

術
の

導
入

が
必
要

と
な

っ
て

い
備

を
促

進
す

る
ほ

か
、

省
力

化
技

術
の

導
入

を
可

能
と

す
る

基

る
。

盤
整

備
を

推
進

す
る

。

方
向

性
５

本
県

の
農

地
の
大

部
分

を
占

め
る

広
大
な

水
田

を
維

持

水
田

フ
ル

活
用

に
よ

る
○

本
県

の
水

田
面
積

は
約

1
2
万

９
千

h
a
で
あ

り
、

主
食

用
米

が
約
７

万
５

千
h
a
で
全

体
○

主
食

用
米
へ

の
依

存
度

が
高

い
ほ

ど
、
米

価
下

落
リ

ス
ク
を

伴
○

備
蓄

米
や

飼
料

用
米

等
の

非
主

食
用

米
へ

の
作

付
転

換
を

推
進

自
給

力
の

向
上

の
5
9
％

を
占

め
、

次
い

で
加

工
用
米

が
７

千
８

百
h
a
、

大
豆

が
約

８
千

h
a
、
野

菜
が

う
こ
と

か
ら

、
主

食
用

米
を
中

心
に

備
蓄

米
や
飼

料
用

米
等

の
す
る

。

５
千
５

百
h
a
と
な

っ
て

い
る

。
非
主
食

用
米

を
バ

ラ
ン

ス
良
く

組
み

合
わ

せ
る
こ

と
が

必
要

で
○

米
価

下
落

に
備

え
、

政
府

備
蓄

米
の

買
入

入
札

に
お

け
る

県
別

あ
る
。

優
先

枠
の

積
極

的
な

活
用

を
推
進

す
る

。

○
農
業

者
の
減

少
等

に
よ

り
不

作
付

地
が
増

加
傾

向
に

あ
り
、

条
○

収
益

性
の

高
い

園
芸

作
物

を
本

作
化

す
る

た
め

の
水

田
畑

地
化

件
不
利

地
に

お
け

る
水

田
の
有

効
活

用
が

課
題
で

あ
る

。
を
推

進
す

る
。
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「
施
策
４

農
林
水
産
物
の
高
付
加
価
値
化
と
国
内
外
へ
の
展
開
強
化
」

施
策

の
方
向
性

主
な

取
組
の
成
果

（
Ｈ
3
0
～

Ｒ
２
）

残
さ

れ
た
課
題

今
後
の
推
進

方
向

方
向

性
１

異
業

種
連

携
に
よ

る
新

ビ
ジ

ネ
ス

化
が
進

展

異
業

種
連

携
に

よ
る

６
○

産
地

形
成

が
進
む

に
ん

に
く

、
た

ま
ね
ぎ

、
し

い
た

け
を

対
象
に

、
産

学
官

金
で

構
○

異
業

種
連
携

に
よ

る
取

組
事

例
が

少
な
く

、
全

県
で

の
普
及

拡
○

農
林

漁
業

者
、

食
品

事
業

者
等

で
構

成
す

る
プ

ラ
ッ

ト
ホ

ー
ム

次
産

業
化

の
促

進
成
す
る

ク
ラ

ス
タ

ー
協

議
会

が
開
発

し
た

一
次

加
工
品

の
販

売
を

開
始

。
大
に
至

っ
て

い
な

い
。

を
活

用
し

、
一

次
・

二
次

加
工
品

の
開

発
を

促
進

す
る
。

○
県
内

事
業

者
と
首

都
圏

セ
レ

ク
ト

シ
ョ
ッ

プ
が

連
携

し
た

商
品
を

開
発

し
、

４
事

業
○

事
業

者
単
独

で
は

小
ロ

ッ
ト

の
取

組
が
多

く
、

事
業

規
模
が

小

者
６
品

目
を

首
都

圏
で

販
売

。
さ
い
。

方
向

性
２

首
都

圏
等

に
お
け

る
販

売
力

の
更

な
る
強

化

企
業

と
タ

イ
ア

ッ
プ

し
○

農
業

者
等

を
対
象

と
し

た
首

都
圏

商
談
会

へ
の

出
展

支
援

や
、
バ

イ
ヤ

ー
招

へ
い

等
、
○

今
後

一
層
の

拡
大

が
見

込
ま

れ
る

加
工
・

業
務

用
商

材
を
タ

ー
○

多
様

化
す

る
実

需
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
マ

ッ
チ

ン
グ

活
動

を
強

た
流

通
・

販
売

体
制

の
実
需
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

を
強

化
し
、

農
業

法
人

等
の
販

路
が

拡
大

（
令

和
２
年

度
に

ゲ
ッ
ト

に
置

き
、

需
要

を
獲
得

し
て

い
く

必
要
が

あ
る

。
化
す

る
。

構
築

4
0
0
件

の
成

約
）
。

○
経
営

の
安
定

化
に

向
け

、
リ

ス
ク

ヘ
ッ
ジ

と
し

て
販

売
ル
ー

ト
○

コ
ロ

ナ
下

に
よ

る
情

勢
や

需
要

の
変

化
に

対
応

で
き

る
よ

う
農

○
農
業

者
と

中
間
流

通
事

業
者

が
タ

イ
ア
ッ

プ
し

て
新

た
な

規
格
・

品
質

を
訴

求
し

た
を
多
角

化
し

て
い

く
必

要
が
あ

る
。

業
者

の
販

売
力

の
向

上
を

図
る
。

農
産
物

の
ブ

ラ
ン

ド
化

を
推

進
し
、
新

た
に

２
ア

イ
テ
ム

が
商

品
化
（

日
本

な
し
「
プ

○
品
質

・
価
格

両
面

で
県

産
農

産
物

を
牽
引

す
る

ト
ッ

プ
ブ
ラ

ン
○

農
業

者
と

中
間

流
通

業
者

の
連

携
に

よ
る

、
プ

レ
ミ

ア
ム

な
商

レ
ミ
ア

ム
リ

ッ
チ

秋
泉

」
、
り

ん
ご

秋
田

1
9
号
「

金
蜜

花
火

」
）
。

ド
の
創

出
や

、
需

要
の

変
化
に

対
応

し
た

商
品
開

発
が

不
十

分
品
や

実
需

ニ
ー

ズ
に

マ
ッ

チ
し
た

商
品

づ
く

り
を

推
進
す

る
。

で
あ
る

。

方
向

性
３

タ
ー

ゲ
ッ

ト
を
絞

っ
た

秋
田

の
農

林
水
産

物
の

輸
出

促
進

秋
田

の
強

み
を

生
か

し
○

米
や

り
ん

ご
、
秋

田
牛

な
ど

、
企

業
と
の

連
携

に
よ

り
大

ロ
ッ
ト

の
輸

出
ル

ー
ト

を
○

大
ロ

ッ
ト
の

輸
出

に
加

え
、

農
業

者
等
が

取
り

組
む

中
小
ロ

ッ
○

中
小

ロ
ッ

ト
で

の
農

産
物

の
輸

出
促

進
に

向
け

、
民

間
企

業
と

た
農

林
水

産
物

の
輸

出
開
拓
し

、
農

畜
産

物
の

輸
出

額
が
令

和
２

年
度

に
約
2
.
9
億

円
に
拡

大
。

ト
で
の

輸
出

を
拡

大
し

て
い
く

必
要

が
あ

る
。

連
携

し
た

輸
出

ル
ー

ト
の

販
路
拡

大
を

図
る

。

促
進

○
輸
出

規
制

条
件
に

対
応

す
る

防
除

体
系
や

、
選

果
・

検
品

作
業
に

係
る

実
証

試
験

の
○

台
湾

や
タ
イ

で
の

県
産

果
実

の
ロ

ッ
ト
確

保
が

求
め

ら
れ
て

い
○

輸
出

に
取

り
組

む
農

業
者

等
の

掘
り

起
こ

し
や

組
織

化
を

推
進

実
施
等

に
よ

り
、

生
産

出
荷

体
制
の

構
築

に
取

り
組
ん

だ
結

果
、

台
湾

へ
の
り

ん
ご

る
が
、

農
業

者
等

の
取

組
が
少

な
い

ほ
か

、
輸
出

国
の

規
制

に
す

る
と

と
も

に
、

輸
出

規
制

に
対

応
し

た
生

産
体

制
の

普
及

拡

輸
出
を

再
開

。
対
応
で

き
る

産
地

づ
く

り
が
不

十
分

で
あ

る
。

大
を

図
る

。

○
民
間

企
業

と
連
携

し
、

沖
縄

国
際

物
流
ハ

ブ
の

活
用

に
よ

る
新
た

な
輸

出
ル

ー
ト

の
○

海
外

に
お
け

る
県

産
品

の
認

知
度

が
低
い

ほ
か

、
海

外
の
消

費
○

海
外

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

商
品

づ
く

り
や

沖
縄

を
拠

点
に

し
た

開
拓
に

取
り

組
み

、
低

コ
ス

ト
物
流

に
よ

る
輸

出
の
仕

組
み

を
構

築
。

者
の
嗜

好
に

合
っ

た
商

品
が
少

な
い

。
イ
ン

バ
ウ

ン
ド

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト
と

す
る

販
促

活
動

を
展
開

す
る

。

秋
田

ス
ギ

家
具
を

は
じ

め
と

す
る

県
産
材

の
海

外
展

開

○
海
外

で
の

プ
ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

活
動

や
米
国

や
中

国
を

対
象

と
し
た

輸
出

に
係

る
セ

ミ
○

米
国

の
エ
ク

ス
テ

リ
ア

市
場

が
秋

田
ス
ギ

の
新

た
な

需
要
先

と
○

木
材

の
輸

出
に

つ
い

て
、

製
材

業
界

と
と

も
に

情
報

収
集

や
市

ナ
ー
の

開
催

、
商

社
等

輸
出

事
業
者

と
の

マ
ッ

チ
ン
グ

を
進

め
た

と
こ

ろ
、
県

内
で

し
て
期

待
さ

れ
る

が
、

輸
出
対

象
国

の
情

報
が
乏

し
い

。
場
開

拓
に

取
り

組
み

、
県

産
材
の

販
路

拡
大

を
図

る
。

も
輸
出

に
取

り
組

む
製

材
工

場
が
出

現
。

方
向

性
４

総
合

食
品

研
究
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

企
業
支

援
の

推
進

秋
田

の
「

食
」

の
柱

と
な
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
な

商
品
○

総
合

食
品

研
究

セ
ン

タ
ー

で
は

、
技

術
相

談
を

年
9
0
0
件

以
上

、
現

場
ニ

ー
ズ

に
応

○
技
術

相
談
や

要
望

さ
れ

る
研

修
の

内
容
が

高
度

に
な

り
、
よ

り
○

技
術

相
談

や
研

修
等

の
体

制
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

事
業

の
開

発
と

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン
グ

え
る
研

修
を

年
4
0
件
以

上
実

施
し
、
県
内

企
業

等
の
商

品
開

発
や

人
材

育
成
を

支
援

。
専

門
的

な
対

応
が

必
要

と
な
っ

て
い

る
。

者
ニ

ー
ズ

の
マ

ッ
チ

ン
グ

を
行

う
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

機
能

の
強

化
を

図
る

。

方
向

性
５

マ
ッ

チ
ン

グ
機
会

創
出

に
よ

り
県

産
食
材

の
販

路
を

拡
大

幅
広

い
パ

ー
ト

ナ
ー

企
業
や
流

通
チ
ャ
ネ
ル

を
活
○

県
内

及
び

首
都
圏

で
商

談
会

を
開

催
し
、

県
産

食
材

に
つ

い
て
幅

広
く

マ
ッ

チ
ン

グ
○

参
加

者
が
固

定
化

し
な

い
よ

う
に

、
新
商

品
や

新
規

の
事
業

者
○

オ
ン

ラ
イ

ン
商

談
を

取
り

入
れ

る
な

ど
、

事
業

者
・

バ
イ

ヤ
ー

用
し

た
販

路
の

拡
大

の
機
会

を
創

出
。

平
成

3
0
年

度
か
ら

令
和

２
年

度
ま
で

で
延

べ
5
0
0
件
超

の
成

約
。

の
出
展

を
促

す
と

と
も

に
、
招

聘
す

る
バ

イ
ヤ
ー

を
開

拓
し

、
と

も
に

参
加

し
や

す
い

環
境

を
整

え
る

と
と

も
に

、
新

規
の

事

新
た
な

機
会

を
創

出
す

る
必
要

が
あ

る
。

業
者

・
バ

イ
ヤ

ー
の

開
拓

を
強
化

す
る

。

方
向

性
６

中
小

企
業

に
よ
る

輸
出

の
取

組
を

推
進

エ
リ

ア
や

タ
ー

ゲ
ッ

ト
を
戦
略

的
に
選
定
し

た
秋
○

輸
出

先
の

ニ
ー
ズ

に
即

し
た

様
々

な
県
産

品
の

展
示

会
出

品
へ
の

支
援

や
、

輸
送

費
○

現
地

パ
ー
ト

ナ
ー

の
選

定
や

輸
出

に
関
す

る
手

続
、

物
流
コ

ス
○

小
売

用
だ

け
で

な
く

業
務

用
も

含
め

た
幅

広
い

販
路

開
拓

を
行

田
の

「
食

」
の

輸
出

拡
大
と
、

独
自
性
の
高

い
誘

低
減
を

目
的

と
し

た
混

載
輸

出
の
取

組
を

促
進

す
る
な

ど
、

中
小

企
業

に
よ
る

新
た

ト
等
に

つ
い

て
、

小
規

模
事
業

者
（

企
業

）
で
は

対
応

が
難

し
う

と
と

も
に

、
輸

出
の

ハ
ー

ド
ル

を
下

げ
る

た
め

、
物

流
コ

ス

客
コ

ン
テ

ン
ツ

と
し

て
の
活
用

な
輸
出

へ
の

取
組

を
支

援
。

く
、
輸

出
へ

の
取

組
が

一
部
企

業
に

限
ら

れ
て
い

る
。

ト
低

減
に

向
け

た
取

組
を

進
め
る

。

方
向

性
７

推
進

体
制

整
備
に

よ
る

県
版

Ｇ
Ａ

Ｐ
確
認

制
度

の
ス

タ
ー

ト

Ｇ
Ａ

Ｐ
等

よ
る

安
全

・
○

平
成

2
9
年

度
に
県

版
Ｇ

Ａ
Ｐ

推
進

協
議
会

を
設

置
し

、
平

成
3
0
年

度
か

ら
県

が
直

接
○

県
内

農
業
者

の
Ｇ

Ａ
Ｐ

認
知

度
が

依
然
と

し
て

低
い

。
○
生
産

者
向

け
研

修
会

を
開

催
し
て

認
知

度
を

高
め

る
と
と

も
に

、

安
心

対
策

の
強

化
と

環
確
認
を

行
う

県
版

Ｇ
Ａ

Ｐ
確

認
制
度

を
ス

タ
ー

ト
。

○
国
が

策
定
し

た
「

み
ど

り
の

食
料

シ
ス
テ

ム
戦

略
」

に
対
応

し
意
義

や
メ

リ
ッ

ト
、

取
得

手
続
き

等
の

周
知

に
努

め
る
。

境
保

全
型

農
業

の
推
進

た
施
策

の
展

開
が

求
め

ら
れ
て

い
る

。
○
環
境

負
荷

に
配

慮
し

た
防

除
・
施

肥
技

術
の

開
発

を
進
め

る
。
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「
施
策
５

「
ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ス
ト
あ
き
た
」
に
よ
る
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
」

施
策

の
方
向
性

主
な

取
組
の
成
果

（
Ｈ
3
0
～

Ｒ
２
）

残
さ

れ
た
課
題

今
後
の
推
進

方
向

方
向

性
１

東
京

オ
リ

・
パ
ラ

等
を

契
機

と
し

て
県
産

材
の

供
給

を
拡

大

秋
田

ス
ギ

を
活

用
し

た
○

東
京

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

関
連

施
設

(
平

成
3
0
～

令
和

元
年

度
累

計
○

人
口

減
少

等
に

よ
り

住
宅

着
工

戸
数

の
減

少
が

懸
念

さ
れ

る
○
住
宅

部
材

に
つ

い
て

外
材

や
他
県

産
材

か
ら

の
置

き
換
え

を
進

め

新
た

な
木

質
部

材
等

に
３
施
設

）
に

県
産

ス
ギ

製
品

を
納
品

し
た

ほ
か

、
首
都

圏
等

で
販

路
開

拓
の
た

め
の

中
、
県

産
材

の
利

用
促

進
を
図

る
た

め
、

販
路
拡

大
や

新
た

な
る
と

と
も

に
、

畜
舎

等
の

非
住
宅

建
築

物
へ

の
県

産
材
の

利
用

を

よ
る

需
要

拡
大

プ
ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

活
動

を
実

施
。

用
途
開

拓
が

必
要

で
あ

る
。

促
進

す
る

。

○
非
住

宅
建

築
物
へ

の
木

材
利

用
を

推
進
す

る
た

め
、

耐
火

部
材
の

開
発

や
、

一
般

流
○
住
宅

用
エ

ク
ス

テ
リ

ア
製

品
の
需

要
が

旺
盛

な
北

米
な
ど

、
海

外

通
材
を

活
用

し
た

畜
舎

の
実

証
を
実

施
行

う
と

と
も
に

、
木

造
建

築
講

座
の
開

催
や

で
の

販
路

開
拓

に
取

り
組

む
。

学
生
を

対
象

と
し

た
設

計
コ

ン
ペ
な

ど
に

よ
り

、
建
築

人
材

を
育

成
。

○
木
質

バ
イ

オ
マ
ス

需
要

の
増

加
に

対
応
す

る
た

め
、
木

質
チ

ッ
プ
製

造
施

設
（
１

社
）

の
整
備

を
支

援
。

方
向

性
２

路
網

と
高

性
能
林

業
機

械
整

備
に

よ
り
素

材
生

産
体

制
を

強
化

林
業

の
成

長
産

業
化

に
○

林
内

路
網

の
整

備
（

Ｈ
3
0
～

Ｒ
２

累
計

1
,
6
3
7
k
m
）

や
、

高
性

能
林

業
機

械
の

導
入

○
低
コ

ス
ト
で

安
定

的
な

丸
太

の
供

給
に
向

け
て

、
更

な
る
生

産
○
県
及

び
市

町
村

に
よ

る
路

網
整
備

や
、

高
性

能
林

業
機
械

の
導

入

向
け

た
生

産
・

流
通

体
（
Ｈ
3
0
～
Ｒ

２
累

計
7
4
台
）

を
支
援

。
性
の
向

上
が

求
め

ら
れ

て
い
る

。
を
促

進
し

、
効

率
的

な
丸

太
の
生

産
体

制
を

構
築

す
る
。

制
の

強
化

○
林
業

経
営

体
が
保

有
す

る
立

木
情

報
を
木

材
加

工
企

業
に

提
供
し

、
原

木
需

給
の

マ
○

木
材

ク
ラ
ウ

ド
を

新
た

な
流

通
シ

ス
テ
ム

と
し

て
定

着
さ
せ

、
○
木
材

加
工

企
業

へ
の

安
定

的
な
原

木
供

給
に

向
け

、
Ｐ
Ｒ

等
に

よ

ッ
チ
ン

グ
を

図
る

「
木

材
ク

ラ
ウ
ド

」
が

令
和

２
年
度

か
ら

本
格

運
用

。
利
用
者

の
拡

大
を

図
る

必
要
が

あ
る

。
り
木

材
ク

ラ
ウ

ド
の

利
用

拡
大
を

図
る

。

○
森
林

資
源

の
循
環

利
用

を
図

る
た

め
、
低

コ
ス

ト
な

造
林

技
術
の

普
及

や
林

業
経

営
○

林
業

・
木
材

産
業

の
成

長
産

業
化

を
図
る

ほ
か

、
カ

ー
ボ
ン

ニ
○
林
業

団
体

な
ど

関
係

者
と

連
携
し

、
林

業
経

営
体

へ
の
経

営
管

理

体
の
施

業
の

低
コ

ス
ト

化
に

向
け
た

取
組

を
支

援
し
、

再
造

林
率

は
約

３
割
ま

で
向

ュ
ー

ト
ラ
ル

の
実

現
に

貢
献

す
る

た
め
に

は
、

更
な

る
再
造

林
の
集

積
や

、
低

コ
ス

ト
造

林
技
術

の
導

入
と

普
及

定
着
な

ど
、

新

上
。
※

再
造

林
面

積
(
H
3
0
)
2
2
6
h
a
再

造
林

率
1
9
%
→
(
Ｒ
２

)
3
3
2
h
a
(
2
8
%
)

の
拡

大
が
必

要
で

あ
る

。
た
な

取
組

を
展

開
す

る
。

方
向

性
３

加
工

施
設

整
備
に

よ
り

木
材

生
産

体
制
を

強
化

産
地

間
競

争
に

打
ち

勝
○

木
材

加
工

企
業
が

実
施

す
る

木
材

加
工
施

設
（
５

社
）
や

プ
レ
カ

ッ
ト

加
工

施
設
（
１

○
県
外

住
宅
で

の
県

産
材

の
利

用
促

進
や
非

住
宅

分
野

、
海
外

で
○
高
品

質
で

多
様

な
製

品
を

供
給
で

き
る

木
材

加
工

施
設
の

整
備

を

つ
木

材
総

合
加

工
産

地
社
）
の

整
備

を
支

援
し

、
生

産
体
制

を
強

化
。

の
販
路

拡
大

に
向

け
、

木
材
・

木
製

品
の

生
産
拡

大
が

必
要

で
支
援

し
、

生
産

体
制

を
強

化
す
る

。

づ
く

り
の

推
進

○
コ
ロ

ナ
禍

に
よ
り

、
製

材
品

の
流

通
が
低

迷
し

た
こ

と
か

ら
、
品

質
維

持
の

た
め

の
あ
る
。

製
品
保

管
倉

庫
（

４
社

）
の

整
備
や

県
外

出
荷

促
進
の

た
め

の
流

通
経

費
（
3
2
社
）

を
支
援

。

方
向

性
４

林
業

大
学

校
の
開

講
に

よ
り

次
世

代
人
材

を
確

保
・

育
成

次
代

の
秋

田
の

林
業

を
○

秋
田

林
業

大
学
校

の
研

修
修

了
生

4
5
名
と

、
新

規
就

業
希

望
者
向

け
の

林
業

体
験

研
○

丸
太

の
需
要

が
高

ま
る

中
、

新
規

就
業
者

や
高

い
技

術
力
を

持
○
新
た

に
無

料
職

業
紹

介
所

を
開
設

し
、

県
外

か
ら

の
移
住

を
含

め

リ
ー

ド
す

る
人

材
育
成

修
会
の

参
加

者
３

名
が

、
県

内
の
林

業
事

業
体

や
木
材

産
業

企
業

に
就

業
。

っ
た
人

材
が

不
足

し
て

い
る
。

た
多

様
な

ル
ー

ト
か

ら
の

新
規
就

業
者

の
確

保
に

取
り
組

む
。

○
高
校

生
を

対
象
と

し
た

林
業

体
験

を
実
施

し
、

参
加

者
の

う
ち
９

名
が

秋
田

林
業

大
○
秋
田

林
業

大
学

校
の

研
修

内
容
の

拡
充

を
図

り
、

高
度
な

技
術

を

学
校
へ

入
講

し
、

７
名

が
林

業
事
業

体
等

へ
就

業
。

持
っ

た
即

戦
力

と
な

る
人

材
を
育

成
す

る
。
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「
施
策
６

つ
く
り
育
て
る
漁
業
と
広
域
浜
プ
ラ
ン
の
推
進
に
よ
る
水
産
業
の
振
興
」

施
策

の
方
向
性

主
な

取
組
の
成
果

（
Ｈ
3
0
～

Ｒ
２
）

残
さ

れ
た
課
題

今
後
の
推
進

方
向

方
向

性
１

つ
く

り
育

て
る
漁

業
の

推
進

に
よ

り
資
源

の
維

持
・

増
大

を
推
進

つ
く

り
育

て
る

漁
業

の
○

毎
年

度
、

マ
ダ
イ

1
5
～

3
5
万

尾
、

ヒ
ラ
メ

1
8
～

2
0
万

尾
の

種
苗
放

流
を

支
援

す
る

と
○

魚
価

や
消
費

動
向

の
変

動
、

海
洋

環
境
の

変
化

等
に

伴
い
、

栽
○
リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

し
た

水
産

振
興
セ

ン
タ

ー
の

栽
培

漁
業
施

設
を

拠

推
進

に
よ

る
水

産
資

源
と

も
に

、
ト

ラ
フ

グ
４

～
８

万
尾

、
キ

ジ
ハ

タ
0
.
5
～

２
千

尾
の

種
苗

生
産

・
放

流
培
漁
業

の
対

象
種

に
対

す
る
漁

業
者

の
ニ

ー
ズ
が

変
化

し
て

い
点
に

、
環

境
変

化
を

見
据

え
た
魚

種
の

種
苗

生
産

技
術
の

開
発

に

の
維

持
・

増
大

試
験
を

実
施

。
る
ほ
か

、
海

面
養

殖
へ

の
関
心

も
高

ま
っ

て
い
る

。
取
り

組
む

。

○
漁
業

者
ニ

ー
ズ

の
高

い
ト

ラ
フ
グ

に
つ

い
て

、
種

苗
生
産

に
加

え

中
間

育
成

に
取

り
組

む
。

○
マ
ス

類
や

ギ
バ

サ
に

つ
い

て
蓄
養

殖
試

験
を

行
う

。

方
向

性
２

加
工

品
開

発
の
促

進
に

よ
り

県
産

水
産
物

の
販

路
を

拡
大

秋
田

の
海

・
川

資
源

を
○

漁
業

者
グ

ル
ー
プ

に
対

す
る

水
産

加
工
品

開
発

な
ど

の
高

付
加
価

値
化

・
高

品
質

化
○

神
経

締
め
な

ど
の

高
品

質
化

の
取

組
が
価

格
に

反
映

さ
れ
に

く
○
高
品

質
化

や
高

付
加

価
値

化
へ
の

支
援

を
継

続
す

る
ほ
か

、
オ

ン

生
か

し
た

水
産

ビ
ジ

ネ
の
取
組

を
支

援
（

８
件

）
し

た
ほ
か

、
水

産
物

コ
ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
が

県
内
企

業
と

い
流
通

構
造

に
な

っ
て

い
る
ほ

か
、

コ
ロ

ナ
禍
に

よ
り

高
価

格
ラ
イ

ン
販

売
な

ど
消

費
者

に
直
接

販
売

す
る

手
法

へ
の
支

援
も

行

ス
の

展
開

首
都
圏

の
飲

食
店

等
と

の
マ

ッ
チ
ン

グ
（

4
1
件

）
を
実

施
。

魚
の
魚

価
が

低
迷

し
て

い
る
。

う
。

○
所
得

向
上

を
図

る
た

め
、

操
業
の

効
率

化
を

進
め

る
。

方
向

性
３

実
践

研
修

の
実
施

等
に

よ
り

次
世

代
人
材

を
確

保
・

育
成

次
代

を
担

う
漁

業
者

の
○

県
漁

協
に

「
あ
き

た
漁

業
ス

ク
ー

ル
」
を

設
置

し
、

漁
業

に
関
心

を
持

つ
者

延
べ

８
○

若
年

層
の
就

業
に

際
し

、
漁

業
を

選
択
す

る
た

め
の

情
報
が

不
○
県
漁

協
や

関
連

団
体

と
連

携
し
、

男
鹿

海
洋

高
校

を
は
じ

め
県

内

確
保

・
育

成
名
に
基

礎
的

な
研

修
を

実
施

し
た
ほ

か
、

就
業

希
望
者

2
8
名

へ
の

実
践

的
研
修

、
独

足
し
て

い
る

。
の
高

校
に

広
く

漁
業

情
報

を
発
信

し
て

い
く

ほ
か

、
基
礎

的
・

実

立
自
営

を
目

指
す

者
２

名
へ

の
漁
船

リ
ー

ス
支

援
を
実

施
。

践
的

な
漁

業
研

修
を

き
め

細
か
に

実
施

す
る

。

方
向

性
４

計
画

的
な

事
業
実

施
で

漁
港

施
設

の
長
寿

命
化

等
を

促
進

漁
港

等
生

産
基

盤
の

整
○

岩
館

漁
港

ほ
か
５

カ
所

に
お

い
て

防
波
堤

等
の

施
設

整
備

を
実
施

し
た

ほ
か

、
北

浦
○

県
内

各
漁
港

の
基

本
施

設
で

、
老

朽
化
に

伴
う

ひ
び

割
れ
や

欠
○
各
漁

港
の

防
波

堤
等

の
長

寿
命
化

対
策

や
、

地
震

・
津
波

に
対

し

備
促

進
漁
港
ほ

か
1
4
カ
所

に
お

い
て

施
設
の

長
寿

命
化

の
た
め

の
保

全
工

事
を

実
施
。

損
な
ど

の
変

状
が

進
行

し
て
い

る
ほ

か
、

機
能
診

断
の

結
果

、
て
安

全
性

が
確

保
さ

れ
て

い
な
い

施
設

の
地

震
・

津
波
対

策
を

計

地
震
や

津
波

に
対

し
て

安
全
性

が
確

保
さ

れ
て
い

な
い

施
設

が
画
的

に
進

め
る

。

あ
る
。

方
向

性
５

海
づ

く
り

大
会
を

契
機

に
県

民
の

漁
業
へ

の
意

識
を

醸
成

「
全

国
豊

か
な

海
づ

く
○

「
天

皇
陛

下
御
即

位
記

念
・

第
3
9
回
全
国

豊
か

な
海

づ
く

り
大
会

・
あ

き
た

大
会

」
○

県
民

の
漁
業

へ
の

理
解

は
深

ま
っ

て
い
る

も
の

の
、

水
産
物

の
○
地
魚

の
更

な
る

認
知

度
向

上
を
目

的
と

し
て

、
量

販
店
等

と
連

携

り
大

会
」

等
を

契
機

と
を
開
催

し
た

ほ
か

、
稚

魚
放

流
体
験

（
2
2
カ
所

）
に
よ

る
環

境
保

全
啓

発
、
地

魚
フ

消
費
は

伸
び

悩
ん

で
い

る
。

し
た

地
魚

消
費

拡
大

キ
ャ

ン
ペ
ー

ン
等

の
Ｐ

Ｒ
活

動
を
継

続
実

施

し
た

水
産

業
の

活
力

向
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
（

来
場

者
約

1
.
2
万

人
）

や
地

魚
消

費
拡

大
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
（

量
販

す
る

。

上
店
約
1
0
0
店

舗
）

等
に
よ

る
地

魚
の

普
及

活
動
を

実
施

。
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「
施
策
７

地
域
資
源
を
生
か
し
た
活
気
あ
る
農
山
漁
村
づ
く
り
」

施
策

の
方
向
性

主
な

取
組
の
成
果

（
Ｈ
3
0
～

Ｒ
２
）

残
さ

れ
た
課
題

今
後
の
推
進

方
向

方
向

性
１

中
山

間
地

域
の
活

性
化

に
向

け
た

体
制
を

整
備

多
様

な
資

源
を

生
か

し
○

地
域

資
源

を
生
か

し
た

地
域

活
性

化
に
向

け
、

鹿
角

市
ほ

か
７
市

町
の

1
4
地

域
で

中
○

中
山

間
地
域

資
源

活
用

プ
ラ

ン
の

策
定
や

、
地

域
特

性
を
生

か
○

地
域

の
担

い
手

や
市

町
村

、
土

地
改

良
区

、
Ｊ

Ａ
が

商
工

団
体

た
地

域
ビ

ジ
ネ

ス
の

展
山
間
地

域
資

源
活

用
プ

ラ
ン

が
策
定

さ
れ

、
え

だ
ま
め

、
リ

ン
ド

ウ
、

に
ん
に

く
の

し
た
農

作
物

・
特

産
品

の
生
産

・
販

売
拡

大
が
進

む
地

域
が

あ
等

と
連

携
し

た
多

角
的

な
取

組
に

よ
り

、
収

益
力

を
高

め
ら

れ

開
園
芸
品

目
に

加
え

、
肉

用
牛

や
そ
ば

等
の

生
産

体
制
を

強
化

。
る
一
方

で
、

担
い

手
不

足
等
に

よ
り

、
取

組
が
進

ま
な

い
地

域
る
よ

う
、

計
画

段
階

か
ら

き
め
細

か
な

サ
ポ

ー
ト

を
行
う

。

が
あ
る

。
○

農
業

生
産

活
動

に
取

り
組

み
つ

つ
、

農
業

以
外

の
事

業
に

も
取

り
組

む
「

半
農

半
Ｘ

」
な

ど
、

多
様

な
形

で
農

に
関

わ
る

人
材

の
確

保
・

育
成

を
図

る
。

方
向

性
２

条
件

不
利

地
域
で

の
営

農
継

続
に

向
け
た

体
制

づ
く

り
等

を
推
進

里
地

里
山

の
保

全
管

理
○

農
地

中
間

管
理

機
構

を
通

じ
て

、
中

山
間

地
域

の
条

件
不

利
農

地
を

5
4
3
経

営
体

が
〇

条
件

不
利
地

で
は

、
農

地
の

集
積

や
営
農

継
続

の
た

め
、
基

盤
〇

高
収

益
作

物
導

入
、

農
地

集
積

、
基

盤
整

備
に

三
位

一
体

で
取

と
鳥

獣
被

害
対

策
の

強
借
受
け

し
、

5
4
4
h
a
で
最

低
1
0
年
間

は
営

農
が
継

続
。

整
備
が

必
要

で
あ

る
。

り
組

む
「

あ
き

た
型

ほ
場

整
備
」

を
推

進
す

る
。

化
○

耕
地

面
積

の
７
割

に
お

い
て

、
日

本
型
直

接
支

払
制

度
に

よ
り
農

地
の

保
全

活
動

が
○

農
地

の
保
全

管
理

体
制

が
維

持
さ

れ
て
き

て
い

る
も

の
の
、

山
○

地
域

で
荒

廃
農

地
を

解
消

す
る

仕
組

み
を

構
築

し
、

市
町

村
と

実
施
さ

れ
、

荒
廃

農
地

の
発

生
を
抑

制
。

間
地
の

農
地

の
み

な
ら

ず
、
平

場
に

お
い

て
も
高

齢
化

や
過

疎
連
携

し
て

支
援

す
る

モ
デ

ル
を
育

成
す

る
。

○
ツ
キ

ノ
ワ

グ
マ
や

イ
ノ

シ
シ

等
の

出
没
抑

制
と

農
作

物
の

被
害
防

止
を

図
る

た
め

、
化
等
に

よ
り

、
荒

廃
農

地
が
増

加
し

て
い

る
。

被
害
防

止
研

修
や

狩
猟

フ
ォ

ー
ラ
ム

を
開

催
し

た
ほ
か

、
市

町
村

等
に

よ
る
追

い
上

○
ク

マ
の
出
没

等
に

よ
り

、
農

作
物

の
み
な

ら
ず

人
身

被
害
も

発
○
ク
マ

の
出

没
抑

制
の

た
め

、
水
と

緑
の

森
づ
く

り
税

を
活

用
し

、

げ
、
捕

獲
活

動
、

緩
衝

帯
の

設
置
等

の
被

害
防

止
対
策

を
支

援
。

生
し
て

い
る

（
平

成
3
0
年
度
は

７
名

の
人

身
被
害

が
発

生
）
。

藪
化

し
た

森
林

等
に

お
け

る
緩
衝

帯
等

の
整

備
を

進
め
る

。

方
向

性
３

森
林

の
環

境
整
備

に
よ

る
多

面
的

機
能
の

高
度

発
揮

森
林

の
多

面
的

機
能

の
○

生
育

の
思

わ
し
く

な
い

ス
ギ

人
工

林
を
広

葉
樹

の
混

じ
っ

た
混
交

林
へ

誘
導

す
る

誘
○

依
然

と
し
て

生
育

が
思

わ
し

く
な

い
ス
ギ

林
や

、
松

く
い
虫

・
○

水
と

緑
の

森
づ

く
り

税
事

業
第

３
期

５
箇

年
計

画
（

Ｈ
3
0
～

Ｒ

高
度

発
揮

導
伐
等

を
実

施
（

整
備

面
積

2
8
1
h
a
）
。

ナ
ラ
枯

れ
被

害
が

発
生

す
る
な

ど
、

森
林

の
持
つ

公
益

的
な

機
４

）
に

基
づ

き
、

豊
か

な
里

山
林

整
備

事
業

や
マ

ツ
林

・
ナ

ラ

○
松

く
い

虫
被

害
防

除
対

策
と

し
て

、
薬

剤
散

布
3
,
2
7
0
h
a
、

伐
倒

駆
除

2
1
,
3
9
4
㎥

、
能
が
十

分
発

揮
さ

れ
て

い
な
い

。
林

等
景

観
向

上
事

業
等

を
実

施
し

、
健

全
な

森
林

を
守

り
育

て

樹
幹
注

入
3
,
2
4
2
本
を
実

施
。

て
い

く
。

〇
ナ
ラ

枯
れ

被
害
防

除
対

策
と

し
て

、
伐
倒

駆
除

7
9
9
㎥
、
樹

幹
注

入
6
,
1
9
6
本

、
更

新

伐
経
費

の
助

成
4
1
,
8
7
7
㎥
を

実
施
。

方
向

性
４

防
災

･
減
災

対
策

の
実
施

に
よ

る
安

全
･
安

心
な

地
域

づ
く

り
の
推

進

地
域

を
守

る
防

災
・

減
○

た
め

池
の

補
強
工

事
等

を
実

施
し

、
堤
体

の
決

壊
等

の
未

然
防
止

を
図

る
こ

と
に

よ
○

た
め

池
工
事

特
措

法
に

基
づ

き
、

防
災
重

点
農

業
用

た
め
池

に
○

た
め

池
に

つ
い

て
は

、
ハ

ー
ド

対
策

の
効

率
的

な
実

施
と

と
も

災
対

策
と

施
設

の
保

全
り
、
令

和
２

年
度

ま
で

に
3
9
,
7
7
2
h
a
の
被

害
想

定
面
積

を
解

消
し

た
ほ

か
、
ハ

ザ
ー

お
け
る

防
災

工
事

等
の

集
中
的

か
つ

計
画

的
な
推

進
が

必
要

で
に

、
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
活

用
し

た
防

災
訓

練
や

水
位

計
設

置

管
理

の
強

化
ド
マ
ッ

プ
作

成
等

の
ソ

フ
ト

対
策
を

実
施

。
あ
る
。

な
ど

の
ソ

フ
ト

対
策

の
更

な
る
充

実
を

図
る

。

○
農

業
水

利
施

設
の

対
策

工
事

等
を

実
施

し
、

令
和

２
年

度
ま

で
に

1
5
3
箇

所
で

施
設

○
頻
発

化
・
激

甚
化

す
る

水
害

に
対

応
し
た

流
域

治
水

の
取
組

が
○

田
ん

ぼ
ダ

ム
や

農
業

用
た

め
池

等
を

活
用

し
た

雨
水

貯
留

機
能

の
長
寿

命
化

や
維

持
・

更
新

コ
ス
ト

の
低

減
化

が
図
ら

れ
た

。
必
要
で

あ
る

。
の
向

上
に

向
け

た
取

組
を

推
進
す

る
。

○
県
管

理
分

の
８
漁

港
海

岸
に

お
け

る
海
岸

保
全

施
設

の
長

寿
命
化

計
画

の
策

定
が

平
○

県
が

定
め
る

｢
第

４
期

ス
ト
ッ

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

実
施

方
針

｣
な

○
長

寿
命

化
計

画
に

基
づ

き
緊

急
性

の
高

い
箇

所
か

ら
順

次
、

長

成
3
0
年

度
で

完
了

。
ど
に
基

づ
き

、
機

能
保

全
計
画

策
定

や
対

策
工
事

の
計

画
的

な
寿
命

化
対

策
を

進
め

る
。

○
山
地

に
起

因
す
る

災
害

を
防

止
す

る
た
め

、
治

山
工

事
や

保
安
林

の
森

林
整

備
等

を
実
施
が

必
要

で
あ

る
。

○
農

業
水

利
施

設
の

補
修

・
更

新
に

つ
い

て
は

、
県

営
事

業
に

加

実
施
（

1
8
2
箇
所

）
。

○
各
漁

港
海
岸

で
、

老
朽

化
に

伴
う

ひ
び
割

れ
や

欠
損

な
ど
の

変
え

、
団

体
営

事
業

を
新

設
し

、
施

設
の

長
寿

命
化

対
策

を
加

速

状
が
進

行
し

て
い

る
。

化
す

る
。
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Ⅲ
第
３
期
ふ
る
さ
と
秋
田
農
林
水
産
ビ
ジ
ョ
ン
の
各
指
標
の
進
捗
状
況

「
施
策
１
秋
田
の
農
林
水
産
業
を
牽
引
す
る
多
様
な
人
材
の
育
成
」

指
標

基
準

値
H
3
0

R
1

R
2

R
3

達
成

率
進

捗
状

況
及

び
要
因

分
析

目
標

達
成

に
向
け

た
具

体
的
な

取
組

(
R
2
)

（
取

組
事

例
や
取

組
案

）

代
表
指

標
①

(
H
2
8
)

目
標

6
7
0

7
3
0

7
9
0

85
0

ほ
場

整
備

地
区
で

の
法

人
化

を
中
心

○
法

人
経

営
専
門

員
２

名
の
設

置
農

業
法

人
数

（
認
定

農
業

者
）

5
7
6

9
9
.
7
%

と
し
て

、
農

業
法
人

数
(
認

定
農

業
者

)
○
経

営
計

画
作
成

支
援

や
専
門

家
の

派
【

累
積

・
法

人
】

実
績

6
5
6

7
0
5

7
8
8

は
着
実

に
増

加
遣

に
よ

る
指
導

・
助

言
な
ど

の
支

援
H
29
:
6
0
9

活
動
を

実
施

代
表
指

標
②

(
H
2
8
)

目
標

7
6
.
0

7
8.
0

80
.
0

8
3
.
0

法
人

化
や

、
ほ
場

整
備

地
区

に
お
け

○
経

営
の

法
人
化

と
法

人
へ
の

農
地

集
担

い
手

へ
の

農
地
集

積
率

7
3
.
2

9
6
.
7
%

る
担
い

手
へ

の
農
地

集
積

お
よ

び
中
間

積
を
促

進
【

累
積

・
％

】
実

績
7
5
.
0

7
5.
4

(
R
1
)

管
理
機

構
を

活
用
し

た
担

い
手

へ
の
利

○
機

構
を

核
と
し

た
農

地
集
積

を
推

進
H
29
:
7
4
.
1

用
権
設

定
を

進
め
、

集
積

率
は

年
々
増

○
「

条
件

不
利
農

地
を

担
う
経

営
体

支
加

し
て

お
り

、
直
近

の
R
1
実
績

は
、
R
2

援
事
業

」
の
活

用
に

よ
り
中

山
間

地
目

標
の

9
4.
3
％

の
水

準
域

で
の

農
地
集

積
を

推
進

成
果
・

業
績

指
標
①

(
H
2
8
)

目
標

2
5
0

2
5
0

2
6
0

27
0

雇
用

就
農

者
の
増

加
や

国
の

人
材
投

○
就

農
前

研
修
制

度
や

次
世
代

人
材

投
新

規
就

農
者

数
2
2
7

9
6
.
9
%

資
資
金

の
活

用
な
ど

に
よ

り
、

８
年
連

資
資
金

、
就
農

に
係

る
施
設

整
備

支
【

人
／

年
】

実
績

2
2
5

2
4
1

2
5
2

続
で
2
0
0
人
超

の
新

規
就
農

者
を

確
保

援
な
ど

、
就
農

前
か

ら
就
農

後
に

わ
H
29
:
2
2
1

※
R
2
実

績
は

平
成
元

年
度

以
降

で
最
多

た
る
き

め
細
か

な
サ

ポ
ー
ト

に
よ

り
新

規
就

農
者
を

確
保

・
育
成

成
果
・

業
績

指
標
②

(
H
2
8
)

目
標

1
5
5

1
5
5

1
5
5

15
5

秋
田

林
業

大
学
校

で
の

人
材

育
成
の

○
秋

田
林

業
大
学

校
を

核
と
し

た
人

材
新

規
林

業
就

業
者
数

1
3
3

9
4
.
2
%

取
組
な

ど
に

よ
り
、

直
近

の
R
1
実

績
は

の
育
成

や
移
住

・
定

住
者
を

対
象

と
【

人
／

年
】

実
績

1
4
0

1
4
6

(
R
1
)

前
年
よ

り
増

加
し
て

お
り

、
R
2
目

標
の

し
た
新

規
就
業

者
向

け
の
研

修
を

通
H
29
:
1
3
0

9
4
.
2
％

の
水

準
じ

て
人

材
を
確

保
※

R
1
実

績
は

全
国
３

位
、

東
北

１
位

成
果
・

業
績

指
標
③

(
H
2
8
)

目
標

1
0

1
0

1
0

1
0

体
験

型
の

基
礎
研

修
や

技
術

習
得
に

○
「

あ
き

た
漁
業

ス
ク

ー
ル
」

に
よ

る
新

規
漁

業
就

業
者
数

1
0

1
1
0
.
0
%

向
け
た

実
践

研
修
の

ほ
か

、
独

立
経
営

基
礎
研

修
や
就

業
フ

ェ
ア
へ

の
出

展
【

人
／

年
】

実
績

1
1

1
3

1
1

を
望
む

者
へ

の
漁
船

リ
ー

ス
支

援
等
を

○
漁

業
就

業
希
望

者
が

、
雇
わ

れ
・

独
H
29
:
1
2

行
っ
て

お
り

、
R2
実

績
は

目
標

を
上
回

立
の
ど

ち
ら
を

望
む

か
に
よ

り
、

異
る

水
準

な
る
研

修
制
度

で
技

術
習
得

を
支

援

成
果
・

業
績

指
標
④

(
H
2
8
)

目
標

6,
4
0
0

6
,
7
20

7
,
0
5
0

7
,
40
0

H
2
8
か

ら
実

施
し

て
い

る
女

性
の

起
○
女

性
農

業
者
等

が
行

う
商
品

開
発

や
女

性
起

業
１

組
織
当

た
り

の
販
売

6
,
0
7
8

9
2
.
7
%

業
活
動

を
支

援
す
る

事
業

等
に

よ
り
、

若
手
女

性
農
業

者
の

「
あ
き

た
ア

グ
額

（
販

売
額

5
0
0
万

円
以

上
の

直
実

績
6,
4
0
9

6
,
4
21

6
,
5
3
2

販
路
拡

大
や

新
商
品

開
発

が
進

み
、
販

リ
ヴ
ィ

ー
ナ
ス

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
」

の
売

組
織

）
H
2
9
:

売
額
は

年
々

増
加

活
動
を

支
援

【
万
円

／
年

】
6
,
3
8
0

○
売

上
拡

大
や
収

益
力

向
上
に

意
欲

的
な

直
売

所
に
対

し
て

、
専
門

家
が

指
導

・
助

言
を
行

い
、

経
営
改

善
と

併
せ

た
魅

力
ア
ッ

プ
の

取
組
を

支
援
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「
施
策
２
複
合
型
生
産
構
造
へ
の
転
換
の
加
速
化
」

指
標

基
準

値
H
3
0

R
1

R
2

R
3

達
成

率
進

捗
状

況
及

び
要
因

分
析

目
標

達
成

に
向
け

た
具

体
的
な

取
組

(
R
2
)

（
取

組
事

例
や
取

組
案

）

代
表
指

標
①

(
H
2
8
)

目
標

1
8
3

1
9
6

2
0
3

21
2

メ
ガ

団
地

等
で
え

だ
ま

め
や

ね
ぎ
、

○
Ｊ

Ａ
グ

ル
ー
プ

と
連

携
し
、

大
規

模
主

要
園

芸
品

目
の
系

統
販

売
額

1
6
0

8
2
.
3
%

し
い
た

け
等

の
販
売

額
が

増
加

し
た
一

園
芸
団

地
等
の

整
備

な
ど
産

地
づ

く
【

億
円

】
実

績
1
5
6

1
5
4

1
6
7

方
で
、

本
県

の
園
芸

品
目

は
、

大
半
が

り
を
展

開
す
る

ほ
か

、
販
売

促
進

活
H
29
:
1
4
5

水
田
転

作
ほ

場
で
栽

培
さ

れ
る

た
め
、

動
等
を

強
化

気
象
災

害
の

影
響
を

受
け

、
販

売
額
は

ほ
ぼ
停

滞

代
表
指

標
②

(
H
2
7
)

目
標

3
7
0

3
8
7

3
9
9

41
1

畜
産

ク
ラ

ス
タ
ー

事
業

等
の

活
用
に

○
競

争
力

強
化
・

収
益

性
向
上

に
向

け
畜

産
産

出
額

3
5
2

9
3
.
5
%

よ
り
規

模
拡

大
な
ど

が
進

み
、

概
ね
増

た
大
規

模
畜
産

団
地

の
横
展

開
や

、
【

億
円

】
H
28
:
3
6
4

実
績

3
5
9

3
6
2

(
R
1
)

加
傾
向

と
な

っ
て
お

り
、

直
近

の
R1
実

県
産
畜

産
物
の

ブ
ラ

ン
ド
力

向
上

に
H
29
:
3
6
6

績
は
R
2
目
標

の
90
.
7
％
の

水
準

引
き
続

き
取
り

組
む

成
果
・

業
績

指
標
①

(
H
2
8
)

目
標

3
3

3
9

4
5

5
0

地
域

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
チ

ー
ム

を
立
ち

○
計

画
の

検
討
段

階
か

ら
、
栽

培
経

験
メ

ガ
団

地
等

大
規
模

園
芸

拠
点
の

1
0

1
0
2
.
2
%

上
げ
、

ほ
場

整
備
と

一
体

的
に

大
規
模

や
労
働

力
確
保

等
に

関
す
る

チ
ェ

ッ
整

備
地

区
数

実
績

3
3

4
1

4
6

園
芸
拠

点
の

整
備
を

進
め

た
こ

と
に
よ

ク
を
行

い
、
早

期
に

経
営
を

確
立

で
【

累
積

・
地

区
】

H
29
:
2
0

り
順
調

に
進

展
き

る
体

制
を
構

築

成
果
・

業
績

指
標
②

(
H
2
8
)

目
標

4
0

4
4

4
8

5
0

肉
用

牛
を

中
心
に

規
模

拡
大

が
図
ら

○
R
3
は
３

地
区
で

整
備

を
計
画

。
大

規
模

畜
産

団
地
の

整
備

地
区
数

3
0

1
0
2
.
1
%

れ
、
R
2
実
績

は
目
標

の
1
0
2
％
の

水
準

○
大

規
模

団
地
の

整
備

に
向
け

、
施

設
【

累
積

・
地

区
】

実
績

3
8

4
1

4
9

整
備
に

対
す
る

助
成

と
、
計

画
策

定
H
29
:
3
6

支
援
や

大
規
模

化
へ

の
誘
導

な
ど

、
ハ

ー
ド

・
ソ
フ

ト
両

面
か
ら

対
象

経
営

体
を

集
中
的

に
支

援

成
果
・

業
績

指
標
③

(
H
2
8
)

目
標

2
9
0

3
1
0

3
3
0

35
0

新
た

に
3
2
課

題
の

成
果

（
水

稲
大

豆
10
、

○
現

場
ニ

ー
ズ
に

対
応

し
た
課

題
設

定
実

用
化

で
き

る
試
験

研
究

成
果

2
5
6

1
1
4
.
2
%

野
菜
花き

７
、
果

樹
1
1
、
畜
産

２
、
水

産
１

、
と

、
現

地
実
証

を
併

せ
て
行

う
手

法
【

累
積

・
件

】
実

績
3
1
8

3
4
5

3
7
7

林
業
１

）
に

よ
り

、
実
用

性
を

向
上

H
29
:
2
8
9

＜
主
な

成
果

＞
○
生

産
者

や
指
導

者
向

け
資
料

「
研

究
①

極
良

食
味

米
"サ

キ
ホ
コ

レ
"
の

育
種

ス
ポ
ッ

ト
」
や

「
実

用
化
で

き
る

試
②

雪
害

回
避

！
沈
降

力
破

断
器

の
開
発

験
研
究

成
果
」

の
作

成
に
よ

り
、

試
③

黒
毛

和
種

の
出
荷

月
齢

を
４

ヵ
月
早

験
研
究

成
果
を

普
及

期
化

④
不
要

混
獲

物
を
軽

減
す

る
底

引
き
網

⑤
低
コ

ス
ト

生
産
で

き
る

次
世

代
秋
田

ス
ギ
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「
施
策
３
秋
田
米
の
戦
略
的
な
生
産
・
販
売
と
水
田
フ
ル
活
用
」

指
標

基
準

値
H
3
0

R
1

R
2

R
3

達
成

率
進

捗
状

況
及

び
要
因

分
析

目
標

達
成

に
向
け

た
具

体
的
な

取
組

(
R
2
)

（
取

組
事

例
や
取

組
案

）

代
表
指

標
①

(
H
2
7
)

目
標

5
.
4
8

5
.5
4

5.
6
0

5
.
6
6

需
要

量
は

減
少
傾

向
が

続
い

て
い
る

○
需

要
に

応
じ
た

米
づ

く
り
を

進
め

な
全

国
に

占
め

る
秋
田

米
の

シ
ェ
ア

5
.
4
7

1
0
9
.
6
%

が
、
県

産
米

シ
ェ
ア

は
全

国
３

位
を
維

が
ら
、

秋
田
米

の
シ

ェ
ア
を

拡
大

す
【

％
】

実
績

5
.
9
5

6
.0
7

(
R
1
)

持
し
て

お
り

、
直
近

の
R
1
実
績

は
、
R
2

る
た
め

、
実
需

者
と

の
結
び

つ
き

強
H
28
:
5
.
4
9

目
標
を

上
回

る
水
準

化
や
事

前
契
約

の
取

組
拡
大

を
推

進
H
29
:
5
.
4
0

※
北
海

道
7
.
7
7
％
、

新
潟

県
7
.
6
3
％

代
表
指

標
②

(
H
2
7
)

目
標

1
0,
3
0
0

1
0
,
00
0

9
,
6
0
0

9
,
00
0

経
営

規
模

の
拡
大

や
低

コ
ス

ト
技
術

○
省

力
化

技
術
や

ス
マ

ー
ト
農

業
技

術
米

の
生

産
費

（
10
h
a
以
上

の
作
付

1
0,
5
0
0

9
9
.
0
%

の
普
及

な
ど

に
よ
り

、
基

本
的

に
は
低

の
導
入

に
よ
る

超
低

コ
ス
ト

省
力

稲
規

模
の

全
算

入
生
産

費
）

H
2
8
:

実
績

1
0,
7
0
0

1
0
,
10
0

(
R
1
)

下
傾
向

で
推

移
し
て

お
り

、
直

近
の
R
1

作
経
営

の
確
立

と
普

及
【

円
／

6
0k
g
】

10
,
1
0
0

実
績
は

R
2
目

標
の
9
5
.
0％

の
水

準
H
29
:
10
,
1
0
0

成
果
・

業
績

指
標
①

(
H
2
8
)

目
標

8
9,
3
4
0

9
0
,
14
0

9
0
,9
4
0

9
1
,
7
4
0

農
業

農
村

整
備
事

業
予

算
の

安
定
的

○
農

業
者

の
減
少

や
高

齢
化
等

に
よ

り
ほ

場
整

備
面

積
8
7,
6
7
5

1
0
0
.
0
%

な
確
保

や
、

土
地
改

良
担

当
と

普
及
・

生
産
基

盤
整
備

の
ニ

ー
ズ
は

高
い

た
【

累
積

・
h
a
】

実
績

8
9,
3
5
6

9
0
,
16
2

9
0
,9
8
1

園
芸
担

当
等

の
連
携

に
よ

る
円

滑
な
事

め
、
ほ

場
整
備

と
農

地
中
間

管
理

事
H
29
:

業
実
施

を
図

っ
た
こ

と
で

、
目

標
を
上

業
に
よ

る
農
地

集
積

、
園
芸

振
興

施
88
,
5
1
5

回
る
実

績
を

達
成

策
を

三
位

一
体

で
進

め
る

｢
あ

き
た

型
ほ

場
整

備
｣
等

の
取

組
を

計
画

的
に

推
進

成
果
・

業
績

指
標
②

(
H
2
8
)

目
標

4
5,
2
0
0

4
5
,
40
0

4
5
,6
0
0

4
5
,
8
0
0

主
食

用
米

の
価
格

が
堅

調
に

推
移
し

○
需

要
に

応
じ
た

米
づ

く
り
を

進
め

な
水

田
へ

の
作

物
作
付

面
積

（
主
食

4
5,
1
4
2

7
8
.
6
%

て
い
る

た
め

、
水
田

へ
の

主
食

用
米
以

が
ら
、

産
地
交

付
金

等
を
効

果
的

に
用

米
を

除
く

）
実

績
3
7,
5
9
6

3
6
,
91
7

3
5
,8
4
1

外
の
転

作
作

物
の
作

付
面

積
は

減
少
傾

活
用
し

、
地
域

の
特

色
を
生

か
し

た
【

h
a
】

H
2
9
:

向
で
推

移
農

産
物

の
生
産

を
拡

大
44
,
4
0
0
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「
施
策
４
農
林
水
産
物
の
高
付
加
価
値
化
と
国
内
外
へ
の
展
開
強
化
」

指
標

基
準

値
H
3
0

R
1

R
2

R
3

達
成

率
進

捗
状

況
及

び
要
因

分
析

目
標

達
成

に
向
け

た
具

体
的
な

取
組

(
R
2
)

（
取

組
事

例
や
取

組
案

）

代
表
指

標
①

(
H
2
7
)

目
標

1
5
8

1
7
2

1
8
6

20
0

異
業

種
連

携
の
促

進
や

加
工

施
設
等

○
６

次
産

業
化
に

必
要

な
機
械

・
施

設
６

次
産

業
化

事
業
体

販
売

額
1
4
3

1
2
0
.
9
%

の
整
備

へ
の

支
援
な

ど
に

よ
り

、
６
次

の
導
入

を
支
援

【
億
円

】
実

績
1
7
4

2
0
8

(
R
1
)

産
業
化

事
業

体
の
販

売
額

は
増

加
傾
向

○
農

林
漁

業
者
と

食
品

加
工
業

者
等

と
H
28
:
1
6
0

で
推
移

し
て

お
り
、
直

近
の

R1
実

績
は

、
の

連
携

を
促
進

す
る

異
業
種

交
流

会
H
29
:
1
7
2

R
2
目
標

を
上

回
る
水

準
の

開
催

※
全
国

3
9位

、
東
北

６
位

○
首

都
圏

の
食
品

卸
と

共
同
で

行
う

、
県

産
農

産
物
等

を
原

材
料
に

し
た

商
品

開
発

を
支
援

成
果
・

業
績

指
標
①

(
H
2
8
)

目
標

3
2
0

3
3
5

3
5
0

36
5

６
次

産
業

化
プ
ラ

ン
ナ

ー
の

派
遣
等

○
経

営
改

善
に
意

欲
的

な
支
援

対
象

者
食

関
連

ビ
ジ

ネ
ス
に

取
り

組
む
農

2
9
4

8
9
.
4
%

に
よ
り

、
農

業
法
人

の
経

営
多

角
化
等

に
対
す

る
プ
ラ

ン
ナ

ー
の
派

遣
業

法
人

数
実

績
3
3
1

3
1
6

3
1
3

を
支
援

し
て

き
た
が

、
新

た
な

設
備
投

○
県

内
外

の
食
と

農
に

関
す
る

多
様

な
【

法
人

】
H
29
:
2
9
4

資
や
加

工
技

術
・
販

売
ノ

ウ
ハ

ウ
の
習

関
係
者

で
形
成

さ
れ

る
プ
ラ

ッ
ト

ホ
得

な
ど

の
負

担
が
大

き
く

、
R
2
実

績
は

ー
ム
へ

の
参
加

促
進

に
よ
り

、
商

品
目

標
の

8
9.
4
％

の
水

準
開

発
や

販
路
拡

大
な

ど
の
新

た
な

ビ
ジ

ネ
ス

化
に
向

け
た

連
携
を

強
化

成
果
・

業
績

指
標
②

(
H
2
8
)

目
標

3
4

5
6

実
需

者
ニ

ー
ズ
に

対
応

す
る

た
め
、

○
実

需
企

業
と
の

連
携

に
よ
る

農
業

者
企

業
ニ

ー
ズ

に
対
応

す
る

た
め
県

1
1
0
0
.
0
%

栽
培
技

術
の

向
上
や

、
実

需
と

の
情
報

の
掘
り

起
こ
し

や
マ

ッ
チ
ン

グ
の

実
が

支
援

し
て

設
立
さ

れ
た

生
産
者

実
績

4
4

5
交

換
な

ど
、

生
産
者

の
取

組
を

支
援
し

施
組

織
数

H
2
9
:
2

た
結
果

、
白

小
豆
や

き
の

こ
類

、
加
工

【
累
計

・
組

織
】

用
ば

れ
い

し
ょ

等
の

組
織

化
が

図
ら

れ
、
目

標
値

ど
お
り

に
推

移

成
果
・

業
績

指
標
③

(
H
2
8
)

目
標

1
1
3

1
1
9

1
2
5

13
1

重
点

品
目
（

米
、
り
ん

ご
、
秋

田
牛

）
○
米

・
青

果
物
は

、
香

港
・
台

湾
・

タ
農

産
物

の
輸

出
額

1
0
6

2
3
2
.
0
%

と
タ
ー

ゲ
ッ

ト
国
（

香
港

・
シ

ン
ガ
ポ

イ
・
シ

ン
ガ
ポ

ー
ル

等
へ
の

ル
ー

ト
【

百
万

円
】

実
績

2
7
3

2
7
8

2
9
0

ー
ル
・

台
湾

・
タ
イ

等
）

を
設

定
し
、

開
拓
を

支
援

H
29
:
1
3
3

農
業
団

体
や

民
間
企

業
と

連
携

し
た
取

○
秋

田
牛

は
、
タ

イ
・

台
湾
へ

の
輸

出
組

に
よ

り
、

輸
出
額

は
順

調
に

増
加
し

に
対
応

し
た
食

肉
処

理
体
制

の
整

備
て

お
り

、
R
2
実

績
も

目
標

値
を

大
き
く

や
販
路

開
拓
を

支
援

上
回
る

水
準

成
果
・

業
績

指
標
④

(
H
2
8
)

目
標

1
0

1
3

1
5

1
5

指
導

体
制

を
強
化

し
、

Ｇ
Ａ

Ｐ
へ
の

○
生

産
者

向
け
Ｇ

Ａ
Ｐ

研
修
会

の
開

催
農

業
生

産
工

程
管
理

（
Ｇ

Ａ
Ｐ
）

8
6
6
.
7
%

取
組

を
推

進
し

て
い

る
が

、
H
3
0
以

降
○
Ｊ

Ｇ
Ａ

Ｐ
指
導

員
資

格
の
更

新
を

促
に

取
り

組
む

Ｊ
Ａ
数

実
績

1
0

1
0

1
0

は
横
ば

い
で

推
移

進
【

Ｊ
Ａ

】
H
29
:

9
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「
施
策
５
「
ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ス
ト
あ
き
た
」
に
よ
る
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
」

指
標

基
準

値
H
3
0

R
1

R
2

R
3

達
成

率
進

捗
状

況
及

び
要
因

分
析

目
標

達
成

に
向
け

た
具

体
的
な

取
組

(
R
2
)

（
取

組
事

例
や
取

組
案

）

代
表
指

標
①

(
H
2
8
)

目
標

1,
5
5
4

1
,
5
76

1
,
6
7
3

1
,
70
0

ス
ギ

人
工

林
は
本

格
的

な
伐

期
を
迎

○
林

内
路

網
の
整

備
や

高
性
能

林
業

機
素

材
生

産
量

（
燃
料

用
含

む
）

1
,
4
7
0

8
5
.
2
%

え
て
い

る
も

の
の
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ
イ

械
の
導

入
促
進

に
よ

り
、
低

コ
ス

ト
【

千
㎥

／
年

】
H
2
9
:

実
績

1,
5
1
9

1
,
5
83

1
,
4
2
5

ル
ス
の

影
響

に
よ
る

木
材

需
要

の
減
少

で
安
定

的
な
原

木
の

生
産
体

制
を

整
1
,
4
8
4

に
よ
り

、
R
2
実

績
は

、
R
1
と
比

較
し
て

備
1
0
.
0
％

減
少

代
表
指

標
②

(
H
2
8
)

目
標

6
5
1

6
7
0

6
8
8

70
6

ス
ギ

人
工

林
が
本

格
的

な
伐

期
を
迎

○
品

質
や

性
能
の

確
か

な
製
品

を
低

コ
ス

ギ
製

品
出

荷
量

5
9
1

9
4
.
6
%

え
て
お

り
、

直
近
の

R
1実

績
は

、
R2
目

ス
ト
で

供
給
す

る
木

材
加
工

流
通

施
【

千
㎥

／
年

】
実

績
6
4
0

6
3
4

(
R
1
)

標
の
9
2
.
2
％

の
水
準

設
の
整

備
H
29
:
6
3
4

○
畜

舎
な

ど
の
非

住
宅

分
野
や

土
木

分
野

で
の

新
た
な

用
途

開
拓
を

促
進

○
木

質
耐

火
部
材

の
開

発
や
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

活
動
な

ど
に

よ
る
販

路
開

拓

成
果
・

業
績

指
標
①

(
H
2
8
)

目
標

6,
1
0
0

6
,
3
00

6
,
4
0
0

6
,
60
0

ス
ギ

人
工

林
は
本

格
的

な
伐

期
を
迎

○
間

伐
施

行
地
の

集
約

化
ス

ギ
人

工
林

間
伐
面

積
5
,
1
5
2

5
4
.
9
%

え
て
い

る
も

の
の
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ
イ

○
林

内
路

網
の
整

備
【

h
a
／

年
】

H
2
9
:

実
績

5,
0
9
6

4
,
7
61

3
,
5
1
2

ル
ス
の

影
響

に
よ
る

木
材

需
要

の
減
少

○
高

性
能

林
業
機

械
の

導
入
促

進
4
,
7
0
3

に
よ
り

、
素

材
生
産

を
目

的
と

し
た
搬

出
間
伐

が
減

少
し
て

お
り
、
R
2
実

績
は

、
R
1
と
比

較
し

て
26
.
2
％
減

少

成
果
・

業
績

指
標
②

(
H
2
8
)

目
標

2
8
0

3
2
0

3
8
0

50
8

新
型

コ
ロ

ナ
ウ
ィ

ル
ス

の
影

響
に
よ

○
造

林
・

保
育
の

低
コ

ス
ト
化

技
術

の
再

造
林

面
積

2
4
0

8
7
.
4
%

り
、
木

材
価

格
が
下

落
し

、
採

算
性
が

実
証
・

普
及

【
h
a
／

年
】

実
績

2
2
6

3
3
8

3
3
2

悪
化
し

た
た

め
、
R
2
実
績

は
、

R
1
と
比

○
皆

伐
と

再
造
林

を
一

体
的
に

行
う

な
H
29
:
2
2
6

較
し
て

1
.
8
％

減
少

ど
の
低

コ
ス
ト

施
業

を
実
施

す
る

林
業

経
営

体
に
対

し
て

支
援

成
果
・

業
績

指
標
③

(
H
2
8
)

目
標

1
5
5

1
5
5

1
5
5

15
5

秋
田

林
業

大
学
校

で
の

人
材

育
成
の

○
秋

田
林

業
大
学

校
を

核
と
し

た
人

材
新

規
林

業
就

業
者
数

1
3
3

9
4
.
2
%

取
組
な

ど
に

よ
り
、

直
近

の
R
1
実

績
は

の
育
成

【
人
／

年
】

実
績

1
4
0

1
4
6

(
R
1
)

増
加
し

て
お

り
、
R
2
目
標

の
9
4
.
2
％
の

○
移

住
・

定
住
者

を
対

象
と
し

た
新

規
H
29
:
1
3
0

水
準

就
業
者

向
け
の

研
修

の
開
催

※
R
1
実

績
は

全
国
３

位
、

東
北

１
位
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「
施
策
６
つ
く
り
育
て
る
漁
業
と
広
域
浜
プ
ラ
ン
の
推
進
に
よ
る
水
産
業
の
振
興
」

指
標

基
準

値
H
3
0

R
1

R
2

R
3

達
成

率
進

捗
状

況
及

び
要
因

分
析

目
標

達
成

に
向
け

た
具

体
的
な

取
組

(
R
2
)

（
取

組
事

例
や
取

組
案

）

代
表
指

標
①

(
H
2
8
)

目
標

3,
0
0
0

3
,
0
50

3
,
1
1
0

3
,
17
0

近
年

は
横

ば
い
傾

向
だ

が
、

R
2
は
、

○
つ

く
り

育
て
る

漁
業

に
よ
る

漁
獲

量
海

面
漁

業
協

同
組
合

員
１

人
当
た

2
,
8
8
0

9
4
.
4
%

漁
獲
量

が
減

少
し
単

価
が

上
昇

し
た
ハ

の
維
持

・
増
大

り
の
漁

業
生

産
額

H
2
9
:

実
績

2,
8
3
2

2
,
7
95

2
,
9
3
7

タ
ハ
タ

は
横

ば
い
、

漁
獲

量
・

単
価
と

○
高

付
加

価
値
化

に
よ

る
魚
価

の
向

上
【

千
円

】
2
,
8
2
1

も
に
好

調
で

あ
っ
た

サ
ケ

が
大

き
く
増

加
し
、

全
体

で
は
、

目
標

に
は

達
し
て

い
な
い

も
の

の
前
年

か
ら

5
.
0
％

増

代
表
指

標
②

(
H
2
7
)

目
標

1
0
.
1

1
0.
3

10
.
5

1
0
.
7

直
近

の
R
1
実

績
は

、
ハ

タ
ハ

タ
で
増

○
つ

く
り

育
て
る

漁
業

に
よ
る

漁
獲

量
つ

く
り

育
て

る
漁
業

の
対

象
魚
種

9
.
7

6
5
.
0
%

加
し
た

も
の

の
、
マ

ダ
イ

・
ヒ

ラ
メ
・

の
増
加

の
漁
業

生
産

額
実

績
8
.
2

6
.
7

(
R
1
)

サ
ケ
で

減
少

し
た
た

め
、

前
年

度
よ
り

○
ハ

タ
ハ

タ
で
は

、
漂

着
卵
等

の
ふ

化
【

億
円

】
H
28
:
9
.
1

1
8
％
減

少
し

、
R2
目

標
の

6
3.
8
％

の
水

放
流
へ

の
支
援

継
続

と
小
型

魚
の

漁
H
29
:
8
.
9

準
獲

を
回

避
す
る

改
良

網
の
効

果
検

証

成
果
・

業
績

指
標
①

(
H
2
8
)

目
標

1
1

1
3

1
4

1
5

キ
ジ

ハ
タ

は
、
種

苗
を

１
千

尾
生
産

○
最

新
技

術
に
対

応
し

た
栽
培

漁
業

施
ト

ラ
フ

グ
と

キ
ジ
ハ

タ
の

種
苗
放

1
1

5
7
.
9
%

し
た
も

の
の

、
親
魚

用
に

育
成

し
た
た

設
の
フ

ル
活
用

に
よ

る
ト
ラ

フ
グ

種
流

数
の

合
計

実
績

4
.
5

4
.
2

8
.
1

め
、
放

流
数

が
前
年

を
下

回
っ

た
が
、

苗
の
生

産
拡
大

【
万
尾

】
H
29
:

8
ト

ラ
フ

グ
は

、
前
年

を
大

き
く

上
回
る

○
キ

ジ
ハ

タ
種
苗

生
産

の
技
術

開
発

８
万
尾

の
放

流
で
あ

っ
た

た
め

、
ト
ー

タ
ル
で

は
前

年
の
約

２
倍

の
実

績

成
果
・

業
績

指
標
②

(
H
2
8
)

目
標

1
4

1
6

1
8

2
0

マ
ダ

イ
や

ニ
ギ

ス
の

天
日

干
し

な
○
水

産
物

コ
ー
デ

ィ
ネ

ー
タ
ー

に
よ

る
漁

業
者

等
に

よ
る
加

工
や

鮮
度
保

6
1
1
6
.
7
%

ど
、
地

魚
の

加
工
品

開
発

へ
の

支
援
に

生
産
者

と
加
工

業
者

等
の
ニ

ー
ズ

把
持

等
の

取
組

件
数

実
績

1
7

1
8

2
1

よ
り
、

R
2
実

績
は
目

標
を

上
回

る
水
準

握
及
び

事
業
者

間
の

マ
ッ
チ

ン
グ

【
累
積

・
件

】
H
29
:
1
3

○
高

付
加

価
値
化

の
取

組
へ
の

支
援

成
果
・

業
績

指
標
③

(
H
2
8
)

目
標

1
0

1
0

1
0

1
0

体
験

型
の

基
礎
研

修
や

技
術

習
得
に

○
「

あ
き

た
漁
業

ス
ク

ー
ル
」

に
よ

る
新

規
漁

業
就

業
者
数

1
0

1
1
0
.
0
%

向
け
た

実
践

研
修
の

ほ
か

、
独

立
経
営

基
礎
研

修
や
就

業
フ

ェ
ア
へ

の
出

展
【

人
／

年
】

実
績

1
1

1
3

1
1

を
望
む

者
へ

の
漁
船

リ
ー

ス
支

援
等
を

○
漁

業
就

業
希
望

者
が

望
む
就

業
形

態
H
29
:
1
2

行
っ
て

お
り

、
R2
実

績
は

目
標

を
上
回

（
雇
用

・
独
立

）
で

の
実
践

的
な

研
る

水
準

修
に
よ

り
、
技

術
習

得
を
支

援

成
果
・

業
績

指
標
④

(
H
2
8
)

目
標

2
6

8
7

1
7
6

22
9

関
係

機
関

と
の
協

議
が

順
調

に
完
了

○
計

画
的

な
整
備

に
向

け
、
関

係
機

関
拠

点
漁

港
に

お
け
る

陸
揚

岸
壁
の

－
1
0
1
.
1
%

し
た
こ

と
か

ら
、
実

績
は

目
標

を
上
回

と
の
協

議
等
の

速
や

か
な
実

施
耐

震
・

耐
津

波
化
の

整
備

延
長

実
績

7
8

1
2
8

1
7
8

る
水
準

【
累
積

・
ｍ

】
H
2
9
:

－
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「
施
策
７
地
域
資
源
を
生
か
し
た
活
気
あ
る
農
山
漁
村
づ
く
り
」

指
標

基
準

値
H
3
0

R
1

R
2

R
3

達
成

率
進

捗
状

況
及

び
要
因

分
析

目
標

達
成

に
向
け

た
具

体
的
な

取
組

(
R
2
)

（
取

組
事

例
や
取

組
案

）

代
表
指

標
①

(
H
2
8
)

目
標

4
5

5
0

5
5

6
0

各
種

会
議

や
巡
回

指
導

等
で

、
プ
ラ

○
各

種
会

議
や
巡

回
指

導
等
に

お
け

る
中

山
間

地
域

資
源
活

用
プ

ラ
ン
策

3
7

1
0
0
.
0
%

ン
策
定

等
の

メ
リ
ッ

ト
を

説
明

し
た
結

プ
ラ
ン

策
定
の

メ
リ

ッ
ト
措

置
の

説
定

地
域

数
実

績
4
9

5
3

5
5

果
、
新

た
に

２
地
域

で
プ

ラ
ン

が
作
成

明
【

累
積

・
地

域
】

H
29
:
4
5

さ
れ
、

R
2
実

績
は
目

標
を

達
成

代
表
指

標
②

(
H
2
8
)

目
標

2
1
1

4
2
3

6
3
5

84
7

森
林

環
境

教
育
活

動
の

推
進

な
ど
に

○
森

林
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

団
体
等

の
活

動
水

と
緑

の
森

づ
く
り

推
進

事
業
参

－
9
2
.
1
%

取
り
組

み
、

R
1
ま
で

は
目

標
を

上
回
る

や
、
次

代
を
担

う
児

童
・
生

徒
等

を
加

者
数

実
績

2
2
3

4
5
7

5
8
5

参
加
者

を
確

保
し
て

き
た

が
、

R
2
は
新

対
象
と

し
た
森

林
環

境
教
育

活
動

の
【

累
積

・
百

人
】

H
29
:
－

型
コ
ロ

ナ
の

影
響
に

よ
る

活
動

の
中
止

推
進

や
縮
小

が
相

次
ぎ
、

達
成

率
は

9
2
.
1
％

成
果
・

業
績

指
標
①

(
H
2
8
)

目
標

8
1
2

1
4

1
6

企
業

や
大

学
等
と

認
定

地
域

を
マ
ッ

○
「

守
り
た

い
秋
田

の
里

地
里
山

５
０
」

新
た
に

企
業

や
大
学

等
と

連
携
し

0
1
2
8
.
6
%

チ
ン
グ

し
、

農
地
の

維
持

・
保

全
に
つ

に
認
定

さ
れ
た

5
1
地

域
と
、

企
業

・
里

地
里

山
の

保
全
活

動
等

に
取
り

実
績

5
1
1

1
8

な
が
る

協
働

活
動
の

実
施

を
促

進
し
た

大
学
等

の
サ
ポ

ー
タ

ー
に
よ

る
交

流
組

む
地

域
数

H
29
:

4
結

果
、

R
2
は

新
た
に

７
地

域
で

活
動
が

活
動
や

保
全
活

動
等

を
支
援

【
累
積

・
地

域
】

行
わ
れ

、
目

標
を
達

成

成
果
・

業
績

指
標
②

(
H
2
8
)

目
標

9
0
0

1
,
8
00

2
,
7
0
0

3
,
60
0

マ
ツ

枯
れ

や
ナ
ラ

枯
れ

被
害

が
発
生

○
松

く
い

虫
被
害

や
ナ

ラ
枯
れ

被
害

を
水

と
緑

の
森

づ
く
り

事
業

に
よ
る

－
9
7
.
1
%

し
た

箇
所

の
伐

採
に

よ
る

景
観

対
策

受
け
た

枯
損
木

等
の

伐
採
に

よ
る

景
森

林
整

備
面

積
実

績
8
5
9

1
,
7
52

2
,
6
2
3

や
、
ク

マ
等

野
生
動

物
の

出
没

抑
制
の

観
対
策

【
累
積

・
h
a
】

H
29
:
－

た
め
の

緩
衝

帯
の
整

備
な

ど
に

取
り
組

○
ク

マ
等

の
出
没

抑
制

の
た
め

の
緩

衝
み

、
R
2
の
達

成
率
は

9
7
.
1
％

帯
整
備

の
促
進

成
果
・

業
績

指
標
③

(
H
2
8
)

目
標

3
9,
5
5
0

3
9
,
80
0

4
0
,0
5
0

4
0
,
3
0
0

国
の

｢
防

災
・

減
災

、
国

土
強

靱
化

○
た

め
池

に
つ
い

て
は

、
ハ
ー

ド
対

策
た

め
池

整
備

に
よ
り

解
消

さ
れ
る

3
9,
3
4
7

9
9
.
3
%

の
た

め
の

３
カ

年
緊

急
対

策
｣
の

有
効

の
効
率

的
な
実

施
と

と
も
に

、
ハ

ザ
被

害
想

定
面

積
実

績
3
9,
5
3
8

3
9
,
69
7

3
9
,7
7
2

な
活
用

に
よ

り
、
ソ

フ
ト

・
ハ

ー
ド
対

ー
ド
マ

ッ
プ
を

活
用

し
た
防

災
訓

練
【

累
積

・
h
a
】

H
2
9
:

策
そ

れ
ぞ

れ
に

お
い

て
取

組
を

加
速

や
水
位

計
設
置

な
ど

の
ソ
フ

ト
対

策
39
,
4
1
3

し
、
目

標
を

ほ
ぼ
達

成
の

更
な

る
充
実

成
果
・

業
績

指
標
④

(
H
2
8
)

目
標

1
2
8

1
3
8

1
4
8

15
8

県
で

定
め

る
｢
第

３
期

ス
ト

ッ
ク

マ
○
農

業
水

利
施
設

の
補

修
・
更

新
に

つ
基

幹
的

農
業

水
利
施

設
の

整
備
箇

1
0
8

1
0
3
.
4
%

ネ
ジ

メ
ン

ト
実

施
方

針
｣
な

ど
に

基
づ

い
て
は

、
県
営

事
業

に
加
え

、
団

体
所

数
実

績
1
2
8

1
4
1

1
5
3

き
、
機

能
保

全
計
画

策
定

と
対

策
工
事

営
事
業

を
新
設

し
、

施
設
の

老
朽

化
【

累
積

・
箇

所
】

H
29
:
1
2
1

を
計
画

的
に

実
施
し

、
目

標
を

上
回
る

対
策
を

推
進

実
績
を

達
成
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